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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整するプロファイル調整方
法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記履歴情報は、調整対象の色に対応する一以上の調整点における調整内容を表し、
　前記読み出し工程において読み出された前記履歴情報に含まれる前記一以上の調整点の
うち再調整が行われないようにする調整点を特定点として受け付ける特定点指定工程をさ
らに含み、
　前記プロファイル調整工程では、前記特定点において再調整が行われないように前記第
一テーブルの再調整を行う、プロファイル調整方法。
【請求項２】
　前記プロファイル調整工程において前記第二テーブルを調整する場合、前記特定点指定
工程において前記特定点を受け付けない、請求項１に記載のプロファイル調整方法。
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【請求項３】
　前記履歴情報は、調整対象の色に対応する一以上の調整点における調整内容を表し、
　前記読み出し工程において読み出された前記履歴情報に含まれる調整点における調整内
容の修正、新たな調整対象の色に対応する調整点の追加、及び、該追加の調整点における
調整内容の設定を受け付ける調整点受付工程をさらに含み、
　前記プロファイル調整工程では、読み出された前記履歴情報に含まれる調整点、及び、
前記追加の調整点における調整内容に基づいて前記第一テーブルの再調整と前記第二テー
ブルの調整との少なくとも一方を行う、請求項１又は請求項２に記載のプロファイル調整
方法。
【請求項４】
　前記履歴情報は、複数の項目を含み、
　前記格納工程では、前記複数の項目のうち格納する項目の指定を受け付け、該指定を受
け付けた項目を前記プライベートタグに格納する、請求項１～請求項３のいずれか一項に
記載のプロファイル調整方法。
【請求項５】
　前記履歴情報は、下記（Ａ）～（Ｈ）の内、１以上の項目を含む、請求項１～請求項４
のいずれか一項に記載のプロファイル調整方法。
（Ａ）調整対象の色に対応する調整点の座標、
（Ｂ）前記調整点における調整の目標、
（Ｃ）調整対象のテーブルが、第一の色空間の第一座標値と第二の色空間の第二座標値と
が対応付けられたリンクプロファイル、前記第一座標値とプロファイル接続空間の第三座
標値とが対応付けられた入力プロファイル、及び、前記第三座標値と前記第二座標値とが
対応付けられた出力プロファイルのいずれのテーブルであるかの情報、
（Ｄ）前記調整点を基点とする調整範囲、
（Ｅ）第一座標の第一調整点と第二座標の第二調整点とに基づいて第三座標の第三調整点
を設定するための前記第一座標と前記第二座標との組合せ、
（Ｆ）前記第一座標値から前記第二座標値への変換に前記第一プロファイルと組み合わせ
た第三プロファイルのファイル名、
（Ｇ）前記第三プロファイルの更新日時、並びに、
（Ｈ）前記第一テーブルを調整する前の元テーブル。
【請求項６】
　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整するプロファイル調整方
法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、
　第一の色空間の第一座標値から第二の色空間の第二座標値への変換に前記第一プロファ
イルと組み合わせた第三プロファイルの更新日時を前記第一プロファイルの前記プライベ
ートタグに格納する紐付け工程と、を含み、
　前記プロファイル調整工程では、前記第三プロファイルと組み合わされたプロファイル
のプライベートタグに格納されている更新日時が前記第三プロファイルの更新日時と異な
る場合、読み出された前記履歴情報を前記第一テーブルの再調整に使用しない、プロファ
イル調整方法。
【請求項７】
　前記履歴情報は、前記第一テーブルを調整する前の元テーブルを含み、
　前記読み出し工程では、前記第一テーブルを前記元テーブルに戻すための取消指示を受
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け付けることが可能であり、前記取消指示を受け付けると前記第一テーブルを前記元テー
ブルに戻す、請求項１～請求項６のいずれか一項に記載のプロファイル調整方法。
【請求項８】
　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整するプロファイル調整方
法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記履歴情報は、調整対象の色に対応する調整点の座標を含み、
　前記読み出し工程において読み出された前記履歴情報に含まれる調整点における調整内
容の修正を受け付ける調整点受付工程をさらに含み、
　前記プロファイル調整工程では、読み出された前記履歴情報に含まれる調整点における
調整内容に基づいて前記第二テーブルを調整する、プロファイル調整方法。
【請求項９】
　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整するプロファイル調整方
法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記履歴情報は、調整対象の色に対応する調整点を基点とする調整範囲を含み、
　前記プロファイル調整工程では、前記第二テーブルの調整時に前記調整範囲において前
記第二テーブルを調整する、プロファイル調整方法。
【請求項１０】
　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整するプロファイル調整方
法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記履歴情報は、第一座標の第一調整点、第二座標の第二調整点、前記第一調整点にお
ける調整の程度を表す第一調整データ、及び、前記第二調整点における調整の程度を表す
第二調整データを含み、
　前記第一座標及び前記第二座標に基づいて第三座標の第三調整点を設定する調整点追加
工程と、
　前記第一調整データ及び前記第二調整データに基づいて、前記第三調整点における調整
の程度を表す第三調整データを生成する調整データ生成工程と、をさらに含み、
　前記プロファイル調整工程では、前記第一調整データ、前記第二調整データ、及び、前
記第三調整データに基づいて前記第二テーブルを調整する、プロファイル調整方法。
【請求項１１】
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　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整するプロファイル調整方
法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記第一プロファイルの形態は、第一の色空間の第一座標値と第二の色空間の第二座標
値とが対応付けられたリンクプロファイル、前記第一座標値とプロファイル接続空間の第
三座標値とが対応付けられた入力プロファイル、及び、前記第三座標値と前記第二座標値
とが対応付けられた出力プロファイルのいずれか一つであり、
　前記第二プロファイルの形態は、前記リンクプロファイル、前記入力プロファイル、及
び、前記出力プロファイルの内のいずれか一つである、プロファイル調整方法。
【請求項１２】
　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を規定したプロファイルについ
て調整対象の色に対応する一以上の調整点における調整内容を表す履歴情報を格納領域か
ら読み出す読み出し工程と、
　読み出された前記履歴情報に含まれる前記一以上の調整点のうち再調整が行われないよ
うにする調整点を特定点として受け付ける特定点指定工程と、
　前記特定点において再調整が行われないように前記プロファイルの再調整を行うプロフ
ァイル調整工程と、を含む、プロファイル調整方法。
【請求項１３】
　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を規定したプロファイルについ
て調整対象の色に対応する一以上の調整点における調整内容を表す履歴情報を格納領域か
ら読み出す読み出し機能と、
　読み出された前記履歴情報に含まれる前記一以上の調整点のうち再調整が行われないよ
うにする調整点を特定点として受け付ける特定点指定機能と、
　前記特定点において再調整が行われないように前記プロファイルの再調整を行うプロフ
ァイル調整機能と、をコンピューターに実現させる、プロファイル調整プログラム。
【請求項１４】
　入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を規定したプロファイルについ
て調整対象の色に対応する一以上の調整点における調整内容を表す履歴情報を格納領域か
ら読み出す読み出し部と、
　読み出された前記履歴情報に含まれる前記一以上の調整点のうち再調整が行われないよ
うにする調整点を特定点として受け付ける特定点指定部と、
　前記特定点において再調整が行われないように前記プロファイルの再調整を行うプロフ
ァイル調整部と、を含む、プロファイル調整システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、色空間の座標値の変換に使用するプロファイルを調整する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットプリンターをオフセット印刷等といった印刷の校正用途に使う場合、要
求される色再現精度（色を正確に再現する度合い）が非常に高い。これを実現する仕組み
としては、ＩＣＣ（International Color Consortium）プロファイルを用いたカラーマネ
ジメントシステムがある。ＩＣＣプロファイルは、印刷機（例えばオフセット印刷機）、
インクジェットプリンター、等といったカラー機器の機器依存カラーと機器非依存カラー
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との対応関係を表すデータである。印刷機やインクジェットプリンターの機器依存カラー
は、例えば、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）、及び、Ｋ（ブラック）の
使用量を表すＣＭＹＫ値で表される。機器非依存カラーは、例えば、機器独立色空間（de
vice independent color space）であるＣＩＥ（国際照明委員会）Ｌ*ａ*ｂ*色空間の色
彩値（「*」を省略してＬａｂ値とする。）やＣＩＥ ＸＹＺ色空間の色彩値で表される。
【０００３】
　ここで、印刷機のＩＣＣプロファイルを入力プロファイルとし、インクジェットプリン
ターのＩＣＣプロファイルを出力プロファイルとする。印刷機におけるＣＭＹＫ値（ＣＭ
ＹＫt値とする。）を入力プロファイルに従ってＰＣＳ（Profile Connection Space；プ
ロファイル接続空間）の色彩値（例えばＬａｂ値）に変換すると、この色彩値を出力プロ
ファイルに従ってインクジェットプリンターのＣＭＹＫ値（ＣＭＹＫp値とする。）に変
換することができる。ＣＭＹＫp値に従ってインクジェットプリンターで印刷を行うと、
インクジェットプリンターで印刷機の色に近い色を再現することができる。実際には、プ
ロファイルの誤差、色測定誤差、プリンターの変動、等により、期待する色が再現できな
い場合がある。このような場合、ＩＣＣプロファイルを修正することにより、対象の色の
変換精度を上げている。
【０００４】
　特許文献１には、プリンタープロファイルのスポットカラー調整が開示されている。こ
のスポットカラー調整では、カラーマッチングに使用されるプロファイルがプロファイル
格納部に格納され、このプロファイル格納部とは別のスポット補正テーブル格納部にスポ
ット補正テーブルが格納される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１７４３７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、プロファイル格納部とスポット補正テーブル格納部とが別々に用意されている
ため、プロファイルとスポット補正テーブルとを誤って関連付けてしまう可能性がある。
プロファイルとスポット補正テーブルとを誤って関連付けてしまうと、プロファイルの調
整が意図した調整とならないことがある。
　尚、上述のような問題は、インクジェットプリンターを対象としたプロファイルを調整
する場合に限らず、種々のカラー機器を対象としたプロファイルを調整する場合にも存在
する。
【０００７】
　本発明の目的の一つは、色空間の座標値の変換に使用するプロファイルを調整する作業
の利便性を向上させる技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的の一つを達成するため、本発明は、入力色空間の座標値と出力色空間の座標値
との対応関係を調整するプロファイル調整方法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記履歴情報は、調整対象の色に対応する一以上の調整点における調整内容を表し、
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　前記読み出し工程において読み出された前記履歴情報に含まれる前記一以上の調整点の
うち再調整が行われないようにする調整点を特定点として受け付ける特定点指定工程をさ
らに含み、
　前記プロファイル調整工程では、前記特定点において再調整が行われないように前記第
一テーブルの再調整を行う、態様を有する。
　また、本発明は、入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整するプ
ロファイル調整方法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、
　第一の色空間の第一座標値から第二の色空間の第二座標値への変換に前記第一プロファ
イルと組み合わせた第三プロファイルの更新日時を前記第一プロファイルの前記プライベ
ートタグに格納する紐付け工程と、を含み、
　前記プロファイル調整工程では、前記第三プロファイルと組み合わされたプロファイル
のプライベートタグに格納されている更新日時が前記第三プロファイルの更新日時と異な
る場合、読み出された前記履歴情報を前記第一テーブルの再調整に使用しない、態様を有
する。
　さらに、本発明は、入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整する
プロファイル調整方法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記履歴情報は、調整対象の色に対応する調整点の座標を含み、
　前記読み出し工程において読み出された前記履歴情報に含まれる調整点における調整内
容の修正を受け付ける調整点受付工程をさらに含み、
　前記プロファイル調整工程では、読み出された前記履歴情報に含まれる調整点における
調整内容に基づいて前記第二テーブルを調整する、態様を有する。
　さらに、本発明は、入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整する
プロファイル調整方法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記履歴情報は、調整対象の色に対応する調整点を基点とする調整範囲を含み、
　前記プロファイル調整工程では、前記第二テーブルの調整時に前記調整範囲において前
記第二テーブルを調整する、態様を有する。
　さらに、本発明は、入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整する
プロファイル調整方法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
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情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記履歴情報は、第一座標の第一調整点、第二座標の第二調整点、前記第一調整点にお
ける調整の程度を表す第一調整データ、及び、前記第二調整点における調整の程度を表す
第二調整データを含み、
　前記第一座標及び前記第二座標に基づいて第三座標の第三調整点を設定する調整点追加
工程と、
　前記第一調整データ及び前記第二調整データに基づいて、前記第三調整点における調整
の程度を表す第三調整データを生成する調整データ生成工程と、をさらに含み、
　前記プロファイル調整工程では、前記第一調整データ、前記第二調整データ、及び、前
記第三調整データに基づいて前記第二テーブルを調整する、態様を有する。
　さらに、本発明は、入力色空間の座標値と出力色空間の座標値との対応関係を調整する
プロファイル調整方法であって、
　第一プロファイルにおいて前記対応関係を規定した第一テーブルの調整内容を表す履歴
情報を前記第一プロファイルのプライベートタグに格納する格納工程と、
　前記第一プロファイルの前記プライベートタグから前記履歴情報を読み出す読み出し工
程と、
　読み出された前記履歴情報を、前記第一テーブルの再調整と、第二プロファイルにおい
て前記対応関係を規定した第二テーブルの調整と、の少なくとも一方に用いるプロファイ
ル調整工程と、を含み、
　前記第一プロファイルの形態は、第一の色空間の第一座標値と第二の色空間の第二座標
値とが対応付けられたリンクプロファイル、前記第一座標値とプロファイル接続空間の第
三座標値とが対応付けられた入力プロファイル、及び、前記第三座標値と前記第二座標値
とが対応付けられた出力プロファイルのいずれか一つであり、
　前記第二プロファイルの形態は、前記リンクプロファイル、前記入力プロファイル、及
び、前記出力プロファイルの内のいずれか一つである、態様を有する。
【０００９】
　さらに、本発明のプロファイル調整方法は、入力色空間の座標値と出力色空間の座標値
との対応関係を規定したプロファイルについて調整対象の色に対応する一以上の調整点に
おける調整内容を表す履歴情報を格納領域から読み出す読み出し工程と、
　読み出された前記履歴情報に含まれる前記一以上の調整点のうち再調整が行われないよ
うにする調整点を特定点として受け付ける特定点指定工程と、
　前記特定点において再調整が行われないように前記プロファイルの再調整を行うプロフ
ァイル調整工程と、を含む、態様を有する。
【００１０】
　さらに、本発明は、上述したプロファイル調整方法の各工程に対応する機能をコンピュ
ーターに実現させるプロファイル調整プログラムの態様を有する。
　さらに、本発明は、上述したプロファイル調整方法の各工程に対応するユニット（「部
」）を含むプロファイル調整システムの態様を有する。
【００１１】
　上述した態様は、色空間の座標値の変換に使用するプロファイルを調整する作業の利便
性を向上させる技術を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】プロファイル調整システムの構成例を模式的に示すブロック図。
【図２】カラーマネジメントフローの例を模式的に示す図。
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【図３】各種プロファイルの関係の例を模式的に示す図。
【図４】プロファイルの構造例を模式的に示す図。
【図５】プロファイル調整処理の例を示すフローチャート。
【図６】プロファイル及びパラメーター設定処理の例を示すフローチャート。
【図７】ユーザーインターフェイス画面の例を模式的に示す図。
【図８】図８Ａ～８Ｄはプロファイルの組合せと一つのプロファイルとのいずれか一方を
受け付ける例を模式的に示す図。
【図９】図９Ａ～９Ｄは調整対象プロファイルを受け付ける例を模式的に示す図。
【図１０】図１０Ａ～１０Ｃは調整対象色空間を受け付ける例を模式的に示す図。
【図１１】履歴情報読み出し処理の例を示すフローチャート。
【図１２】履歴情報流用処理の例を示すフローチャート。
【図１３】図１３Ａはプロファイルのプライベートタグに格納された履歴情報の構造例を
模式的に示す図、図１３Ｂはユーザーインターフェイス画面の例を模式的に示す図、図１
３Ｃはプロファイルのテーブルを調整前に戻した時の履歴情報の構造例を模式的に示す図
。
【図１４】図１４Ａはユーザーインターフェイス画面の例を模式的に示す図、図１４Ｂは
特定点を指定した時の目標受付領域の例を模式的に示す図。
【図１５】履歴情報保存処理の例を示すフローチャート。
【図１６】図１６Ａは調整の目標の入力方法を受け付ける例を模式的に示す図、図１６Ｂ
は調整の目標を色空間の座標値として受け付ける場合のＵＩ画面の例を模式的に示す図、
図１６Ｃは調整点を設定する例を模式的に示す図。
【図１７】ペア指定画面の例を模式的に示す図。
【図１８】図１８Ａは第一調整点と第二調整点との間に第三調整点を追加して第三調整点
を基点とする調整範囲を決定する例を模式的に示す図、図１８Ｂは第三調整点における調
整の目標を決定する例を模式的に示す図。
【図１９】図１９Ａ～１９Ｅは現在の出力値の算出例を模式的に示す図。
【図２０】現在の出力値を算出する式の例を模式的に示す図。
【図２１】図２１Ａ～２１Ｄは調整対象色空間に応じた目標出力値の算出例を模式的に示
す図。
【図２２】図２２Ａ～２２Ｃは調整対象色空間に応じた目標出力値の算出例を模式的に示
す図。
【図２３】目標出力値を算出する式の例を模式的に示す図。
【図２４】図２４Ａ，２４Ｂは調整対象プロファイルの入力値及び調整目標値を求める例
を模式的に示す図。
【図２５】調整対象プロファイルの入力値及び調整目標値を算出する式の例を模式的に示
す図。
【図２６】図２６Ａは調整対象プロファイルの出力色空間において調整する場合の各格子
点の調整量を模式的に示す図、図２６Ｂは調整対象プロファイルの入力色空間において調
整する場合の各格子点の調整量を模式的に示す図。
【図２７】図２７Ａは最近傍格子点に対する出力値の調整量を決定する例を模式的に示す
図、図２７Ｂ最近傍格子点の周囲の格子点に対する出力値の調整量を決定する例を模式的
に示す図。
【図２８】グラデーション画像の例を模式的に示す図。
【図２９】異なる形態のプロファイルのテーブルから履歴情報を流用する例を模式的に示
す図。
【図３０】別の履歴情報読み出し処理の例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を説明する。むろん、以下の実施形態は本発明を例示するもの
に過ぎず、実施形態に示す特徴の全てが発明の解決手段に必須になるとは限らない。
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【００１４】
（１）本発明に含まれる技術の概要：
　まず、図１～３０に示される例を参照して本発明に含まれる技術の概要を説明する。尚
、本願の図は模式的に例を示す図であり、これらの図に示される各方向の拡大率は異なる
ことがあり、各図は整合していないことがある。むろん、本技術の各要素は、符号で示さ
れる具体例に限定されない。
【００１５】
［態様１］
　本技術の一態様に係るプロファイル調整方法は、入力色空間ＣＳ４の座標値と出力色空
間ＣＳ５の座標値との対応関係を調整するプロファイル調整方法であって、格納工程ＳＴ
７、読み出し工程ＳＴ１、及び、プロファイル調整工程ＳＴ６を含む。前記格納工程ＳＴ
７では、第一プロファイル５０１において前記対応関係を規定した第一テーブル５１１の
調整内容を表す履歴情報７００を前記第一プロファイル５０１のプライベートタグ５２３
に格納する。前記読み出し工程ＳＴ１では、前記第一プロファイル５０１の前記プライベ
ートタグ５２３から前記履歴情報７００を読み出す。前記プロファイル調整工程ＳＴ６で
は、読み出された前記履歴情報７００を、前記第一テーブル５１１の再調整と、第二プロ
ファイル５０２において前記対応関係を規定した第二テーブル５１２の調整と、の少なく
とも一方に用いる。
【００１６】
　上記態様１では、プロファイルのプライベートタグ５２３に履歴情報７００が格納され
るため、調整対象のテーブルと履歴情報７００との関係が保たれる。プロファイルのテー
ブルの再調整を行う場合には、意図しない色の変化が抑制され、操作ミスによる調整作業
のやり直しの抑制に繋がる。別のテーブルを調整する場合には、調整作業の省力化に繋が
る。従って、本態様は、色空間の座標値の変換に使用するプロファイルを調整する作業の
利便性を向上させるプロファイル調整方法を提供することができる。
【００１７】
　ここで、入力色空間には、ＣＭＹＫ色空間、ＣＭＹ色空間、ＲＧＢ色空間、ＣＩＥ Ｌ
ａｂ色空間、ＣＩＥ ＸＹＺ色空間、等が含まれる。尚、Ｒは赤を意味し、Ｇは緑を意味
し、Ｂは青を意味する。
　出力色空間にも、ＣＭＹＫ色空間、ＣＭＹ色空間、ＲＧＢ色空間、ＣＩＥ Ｌａｂ色空
間、ＣＩＥ ＸＹＺ色空間、等が含まれる。
　プライベートタグからの履歴情報の読み出しは、テーブルを含むプロファイル全体の読
み出しでもよいし、プロファイルのうち履歴情報に限定した読み出しでもよい。
　尚、上記態様１の付言は、以下の態様も同様である。
【００１８】
［態様２］
　図１１，１４Ａ，１４Ｂに例示するように、前記履歴情報７００は、調整対象の色に対
応する一以上の調整点Ｐ０における調整内容（例えば目標Ｔ０及び調整範囲Ａ０）を表し
てもよい。本プロファイル調整方法は、前記読み出し工程ＳＴ１において読み出された前
記履歴情報７００に含まれる前記一以上の調整点Ｐ０のうち再調整が行われないようにす
る調整点Ｐ０を特定点ＳＰとして受け付けてもよい。前記プロファイル調整工程ＳＴ６で
は、前記特定点ＳＰにおいて再調整が行われないように前記第一テーブル５１１の再調整
を行ってもよい。
　上記態様２において、ユーザーは、読み出された履歴情報７００に含まれる一以上の調
整点Ｐ０のうち再調整が行われないようにする特定点ＳＰを設定することができる。従っ
て、本態様は、プロファイルを再調整する作業の利便性をさらに向上させる技術を提供す
ることができる。
　尚、上記態様２には含まれないが、特定点を受け付けない場合も本技術に含まれる。
【００１９】
［態様３］
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　図１１，１２に例示するように、前記プロファイル調整工程ＳＴ６において前記第二テ
ーブル５１２を調整する場合、前記特定点指定工程ＳＴ２において前記特定点ＳＰを受け
付けなくてもよい。第一プロファイル５０１の第一テーブル５１１の履歴情報７００を第
二プロファイル５０２の第二テーブル５１２の調整に用いる場合、調整点Ｐ０における調
整の程度を第一テーブル５１１と第二テーブル５１２とで変えた方がよいことがある。従
って、本態様は、プロファイルを調整する場合の作業のやり直しを抑制する技術を提供す
ることができる。
【００２０】
［態様４］
　図６，７等に例示するように、本プロファイル調整方法は、前記読み出し工程ＳＴ１に
おいて読み出された前記履歴情報７００に含まれる調整点Ｐ０における調整内容の修正、
新たな調整対象の色に対応する調整点Ｐ０の追加、及び、該追加の調整点Ｐ０における調
整内容の設定を受け付ける調整点受付工程ＳＴ３をさらに含んでもよい。前記プロファイ
ル調整工程ＳＴ６では、読み出された前記履歴情報７００に含まれる調整点Ｐ０、及び、
前記追加の調整点Ｐ０における調整内容に基づいて前記第一テーブル５１１の再調整と前
記第二テーブル５１２の調整との少なくとも一方を行ってもよい。本態様は、履歴情報７
００に含まれる調整点Ｐ０における調整内容を修正することができ、新たな調整点Ｐ０を
追加することができるので、プロファイルを調整する作業の利便性をさらに向上させる技
術を提供することができる。
【００２１】
［態様５］
　図１３Ａ等に例示するように、前記履歴情報７００は、複数の項目（例えば項目（Ａ）
～（Ｈ））を含んでもよい。図１５等に例示するように、前記格納工程ＳＴ７では、前記
複数の項目のうち格納する項目の指定を受け付け、該指定を受け付けた項目を前記プライ
ベートタグ５２３に格納してもよい。本態様は、履歴情報７００の複数の項目のうちプラ
イベートタグ５２３に格納する項目を指定することができるので、履歴情報７００のサイ
ズを少なくすることを実現しながらプロファイルを調整する作業の利便性をさらに向上さ
せる技術を提供することができる。
【００２２】
［態様６］
　図１３Ａ等に例示するように、前記履歴情報７００は、下記（Ａ）～（Ｈ）の内、１以
上の項目を含んでもよい。
（Ａ）調整対象の色に対応する調整点Ｐ０の座標、
（Ｂ）前記調整点Ｐ０における調整の目標Ｔ０、
（Ｃ）調整対象のテーブルが、第一の色空間ＣＳ１（例えばＣＭＹＫ色空間）の第一座標
値（例えばＣＭＹＫ値）と第二の色空間ＣＳ２（例えばｃｍｙｋ色空間）の第二座標値（
例えばｃｍｙｋ値）とが対応付けられたリンクプロファイル（６３０）、前記第一座標値
とプロファイル接続空間ＣＳ３（例えばＬａｂ色空間）の第三座標値（例えばＬａｂ値）
とが対応付けられた入力プロファイル６１０、及び、前記第三座標値と前記第二座標値と
が対応付けられた出力プロファイル６２０のいずれのテーブルであるかの情報、
（Ｄ）前記調整点Ｐ０を基点とする調整範囲Ａ０、
（Ｅ）第一座標の第一調整点Ｐ１と第二座標の第二調整点Ｐ２とに基づいて第三座標の第
三調整点Ｑを設定するための前記第一座標と前記第二座標との組合せ、
（Ｆ）前記第一座標値から前記第二座標値への変換に前記第一プロファイル５０１と組み
合わせた第三プロファイルのファイル名、
（Ｇ）前記第三プロファイルの更新日時、並びに、
（Ｈ）前記第一テーブル５１１を調整する前の元テーブル。
【００２３】
　上記態様６は、プロファイルを調整する作業の利便性をさらに向上させる技術を提供す
ることができる。
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　ここで、調整点（第一調整点、第二調整点、及び、第三調整点）の座標（第一座標、第
二座標、及び、第三座標）は、入力色空間の座標でもよいし、出力色空間の座標でもよい
し、入力色空間及び出力色空間とは異なる色空間の座標でもよい。また、第一調整点に対
して複数の第二調整点が設定されてもよいし、第二調整点に対して複数の第一調整点が設
定されてもよい。
　調整の目標は、色空間の座標値で表されてもよいし、色空間の現在の座標値からの差分
で表されてもよい。
　尚、上記態様６の付言は、以下の態様も同様である。
【００２４】
［態様７］
　図１５に例示するように、本プロファイル調整方法は、第一の色空間ＣＳ１（例えばＣ
ＭＹＫ色空間）の第一座標値（例えばＣＭＹＫ値）から第二の色空間ＣＳ２（例えばｃｍ
ｙｋ色空間）の第二座標値（例えばｃｍｙｋ値）への変換に前記第一プロファイル５０１
と組み合わせた第三プロファイルの更新日時を前記第一プロファイル５０１の前記プライ
ベートタグ５２３に格納する紐付け工程ＳＴ８をさらに含んでもよい。図３０に例示する
ように、前記プロファイル調整工程ＳＴ６では、前記第三プロファイルと組み合わされた
プロファイルのプライベートタグに格納されている更新日時が前記第三プロファイルの更
新日時と異なる場合、読み出された前記履歴情報７００を前記第一テーブル５１１の再調
整に使用しなくてもよい。このような場合は、読み出されたプロファイルが前記第三プロ
ファイルとの組合せでない可能性がある。従って、本態様は、プロファイルを調整する場
合の作業のやり直しを抑制する技術を提供することができる。
　尚、以下述べる実施形態では、第二の色空間がＣＭＹＫ色空間である場合に第一の色空
間のＣＭＹＫ色空間と区別するため第二の色空間をｃｍｙｋ色空間と表記している。
【００２５】
［態様８］
　図１３Ａ等に例示するように、前記履歴情報７００は、前記第一テーブル５１１を調整
する前の元テーブルを含んでもよい。図１１等に例示するように、前記読み出し工程ＳＴ
１では、前記第一テーブル５１１を前記元テーブルに戻すための取消指示を受け付けるこ
とが可能でもよい。該プロファイル調整工程ＳＴ６では、前記取消指示を受け付けると前
記第一テーブル５１１を前記元テーブルに戻してもよい。本態様は、第一テーブル５１１
の調整のやり直しがし易くなるので、プロファイルを調整する作業の利便性をさらに向上
させる技術を提供することができる。
【００２６】
［態様９］
　図１３Ａ等に例示するように、前記履歴情報７００は、調整対象の色に対応する調整点
Ｐ０の座標を含んでもよい。図６，７等に例示するように、本プロファイル調整方法は、
前記読み出し工程ＳＴ１において読み出された前記履歴情報７００に含まれる調整点Ｐ０
における調整内容の修正を受け付ける調整点受付工程ＳＴ３をさらに含んでもよい。前記
プロファイル調整工程ＳＴ６では、読み出された前記履歴情報７００に含まれる調整点Ｐ
０における調整内容に基づいて前記第二テーブル５１２を調整してもよい。本態様は、第
二テーブル５１２の調整点Ｐ０の設定が容易になるので、プロファイルを調整する作業の
利便性をさらに向上させる技術を提供することができる。
【００２７】
［態様１０］
　図１３Ａ等に例示するように、前記履歴情報７００は、調整対象の色に対応する調整点
Ｐ０を基点とする調整範囲Ａ０を含んでもよい。前記プロファイル調整工程ＳＴ６では、
前記第二テーブル５１２の調整時に前記調整範囲Ａ０において前記第二テーブル５１２を
調整してもよい。本態様は、第二テーブル５１２の調整範囲Ａ０の設定が容易になるので
、プロファイルを調整する作業の利便性をさらに向上させる技術を提供することができる
。
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【００２８】
［態様１１］
　前記履歴情報７００は、第一座標の第一調整点Ｐ１、第二座標の第二調整点Ｐ２、前記
第一調整点Ｐ１における調整の程度を表す第一調整データ（例えば第一目標Ｔ１及び第一
調整範囲Ａ１）、及び、前記第二調整点Ｐ２における調整の程度を表す第二調整データ（
例えば第二目標Ｔ２及び第二調整範囲Ａ２）を含んでもよい。図６，１８Ａ，１８Ｂ等に
例示するように、本プロファイル調整方法は、前記第一座標及び前記第二座標に基づいて
第三座標の第三調整点Ｑを設定する調整点追加工程ＳＴ４をさらに含んでもよい。また、
本プロファイル調整方法は、前記第一調整データ及び前記第二調整データに基づいて、前
記第三調整点Ｑにおける調整の程度を表す第三調整データ（例えば第三目標Ｔ３及び第三
調整範囲Ａ３）を生成する調整データ生成工程ＳＴ５をさらに含んでもよい。前記プロフ
ァイル調整工程ＳＴ６では、前記第一調整データ、前記第二調整データ、及び、前記第三
調整データに基づいて前記第二テーブル５１２を調整してもよい。
【００２９】
　上記態様１１では、第一座標の第一調整点Ｐ１、及び、第二座標の第二調整点Ｐ２が履
歴情報７００に含まれていれば、自動的に第三座標の第三調整点Ｑが設定され、さらに該
第三調整点Ｑにおける調整の程度を表す第三調整データが生成され、この第三調整データ
も第二プロファイル５０２の第二テーブル５１２の調整に用いられる。従って、本態様は
、第二プロファイルを参照した出力画像の階調性を容易に向上させる技術を提供すること
ができる。
　ここで、調整データ（第一調整データ、第二調整データ、及び、第三調整データ）には
、調整点における調整の目標、調整点を基点とする調整範囲、等が含まれる。
【００３０】
［態様１２］
　前記第一プロファイル５０１の形態は、第一の色空間ＣＳ１（例えばＣＭＹＫ色空間）
の第一座標値（例えばＣＭＹＫ値）と第二の色空間ＣＳ２（例えばｃｍｙｋ色空間）の第
二座標値（例えばｃｍｙｋ値）とが対応付けられたリンクプロファイル（例えばデバイス
リンクプロファイル６３０）、前記第一座標値とプロファイル接続空間ＣＳ３（例えばＬ
ａｂ色空間）の第三座標値（例えばＬａｂ値）とが対応付けられた入力プロファイル６１
０、及び、前記第三座標値と前記第二座標値とが対応付けられた出力プロファイル６２０
のいずれか一つでもよい。前記第二プロファイル５０２の形態は、前記リンクプロファイ
ル（６３０）、前記入力プロファイル６１０、及び、前記出力プロファイル６２０の内の
いずれか一つでもよい。本態様は、プロファイルを調整する作業の利便性を向上させる好
適な技術を提供することができる。
【００３１】
［態様１３］
　ところで、本技術の別の態様に係るプロファイル調整方法は、読み出し工程ＳＴ１、特
定点指定工程ＳＴ２、及び、プロファイル調整工程ＳＴ６を含む。前記読み出し工程ＳＴ
１では、入力色空間ＣＳ４の座標値と出力色空間ＣＳ５の座標値との対応関係を規定した
プロファイル５００について調整対象の色に対応する一以上の調整点Ｐ０における調整内
容を表す履歴情報７００を格納領域（例えばプライベートタグ５２３）から読み出す。前
記特定点指定工程ＳＴ２では、読み出された前記履歴情報７００に含まれる前記一以上の
調整点Ｐ０のうち再調整が行われないようにする調整点Ｐ０を特定点ＳＰとして受け付け
る。前記プロファイル調整工程ＳＴ６では、前記特定点ＳＰにおいて再調整が行われない
ように前記プロファイル５００の再調整を行う。
【００３２】
　上記態様１３において、ユーザーは、読み出された履歴情報７００に含まれる一以上の
調整点Ｐ０のうち再調整が行われないようにする特定点ＳＰを設定することができる。従
って、本態様は、色空間の座標値の変換に使用するプロファイルを調整する作業の利便性
をさらに向上させるプロファイル調整方法を提供することができる。
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【００３３】
［態様１４］
　ところで、本技術の一態様に係るプロファイル調整プログラムＰＲ０は、態様１の各工
程に対応する機能、すなわち、格納工程ＳＴ７に対応する格納機能ＦＵ７、読み出し工程
ＳＴ１に対応する読み出し機能ＦＵ１、及び、プロファイル調整工程ＳＴ６に対応するプ
ロファイル調整機能ＦＵ６をコンピューターに実現させる。本態様は、色空間の座標値の
変換に使用するプロファイルを調整する作業の利便性を向上させるプロファイル調整プロ
グラムを提供することができる。本プロファイル調整プログラムＰＲ０は、特定点指定工
程ＳＴ２に対応する特定点指定機能ＦＵ２、調整点受付工程ＳＴ３に対応する調整点受付
機能ＦＵ３、紐付け工程ＳＴ８に対応する紐付け機能ＦＵ８、調整点追加工程ＳＴ４に対
応する調整点追加機能ＦＵ４、及び、調整データ生成工程ＳＴ５に対応する調整データ生
成機能ＦＵ５をコンピューターに実現させてもよい。
【００３４】
［態様１５］
　また、本技術の別の態様に係るプロファイル調整プログラムＰＲ０は、態様１３の各工
程に対応する機能、すなわち、読み出し工程ＳＴ１に対応する読み出し機能ＦＵ１、特定
点指定工程ＳＴ２に対応する特定点指定機能ＦＵ２、及び、プロファイル調整工程ＳＴ６
に対応するプロファイル調整機能ＦＵ６をコンピューターに実現させる。本態様は、色空
間の座標値の変換に使用するプロファイルを調整する作業の利便性を向上させるプロファ
イル調整プログラムを提供することができる。
【００３５】
［態様１６］
　また、本技術の一態様に係るプロファイル調整システム（例えばホスト装置１００）は
、態様１の各工程に対応するユニット、すなわち、格納工程ＳＴ７に対応する格納部Ｕ７
、読み出し工程ＳＴ１に対応する読み出し部Ｕ１、及び、プロファイル調整工程ＳＴ６に
対応するプロファイル調整部Ｕ６を含む。本態様は、色空間の座標値の変換に使用するプ
ロファイルを調整する作業の利便性を向上させるプロファイル調整システムを提供するこ
とができる。本プロファイル調整システムは、特定点指定工程ＳＴ２に対応する特定点指
定部Ｕ２、調整点受付工程ＳＴ３に対応する調整点受付部Ｕ３、紐付け工程ＳＴ８に対応
する紐付け部Ｕ８、調整点追加工程ＳＴ４に対応する調整点追加部Ｕ４、及び、調整デー
タ生成工程ＳＴ５に対応する調整データ生成部Ｕ５を含んでもよい。
【００３６】
［態様１７］
　さらに、本技術の別の態様に係るプロファイル調整システム（例えばホスト装置１００
）は、態様１３の各工程に対応するユニット、すなわち、読み出し工程ＳＴ１に対応する
読み出し部Ｕ１、特定点指定工程ＳＴ２に対応する特定点指定部Ｕ２、及び、プロファイ
ル調整工程ＳＴ６に対応するプロファイル調整部Ｕ６を含む。本態様は、色空間の座標値
の変換に使用するプロファイルを調整する作業の利便性を向上させるプロファイル調整シ
ステムを提供することができる。
【００３７】
　さらに、本技術は、プロファイル調整システムの制御方法、プロファイル調整システム
を含む複合システム、複合システムの制御方法、プロファイル調整システムの制御プログ
ラム、複合システムの制御プログラム、プロファイル調整プログラムや前記制御プログラ
ムを記録したコンピューター読み取り可能な媒体、等に適用可能である。前述の装置は、
分散した複数の部分で構成されてもよい。
【００３８】
（２）プロファイル調整システムの構成の具体例：
　図１は、プロファイル調整システムの構成例としてホスト装置１００を模式的に示して
いる。このホスト装置１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１１、ＲＯＭ（R
ead Only Memory）１１２、ＲＡＭ（Random Access Memory）１１３、記憶装置１１４、
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表示装置１１５、入力装置１１６、測色装置１１７、通信Ｉ／Ｆ（インターフェイス）１
１８、等が接続されて互いに情報を入出力可能とされている。
【００３９】
　記憶装置１１４は、図示しないＯＳ（オペレーティングシステム）、プロファイル調整
プログラムＰＲ０、等を記憶している。これらは、適宜、ＲＡＭ１１３に読み出され、プ
ロファイル５００の調整処理に使用される。ここで、プロファイル５００は、入力プロフ
ァイル６１０、出力プロファイル６２０、及び、デバイスリンクプロファイル６３０を総
称している。本具体例では、これらのプロファイル６１０，６２０，６３０から第一プロ
ファイル５０１及び第二プロファイル５０２が選ばれる。ＲＡＭ１１３と記憶装置１１４
の少なくとも一方には、各種情報、例えば、入力プロファイル６１０、出力プロファイル
６２０、デバイスリンクプロファイル６３０、調整の履歴情報７００、等が格納される。
記憶装置１１４には、フラッシュメモリー等の不揮発性半導体メモリー、ハードディスク
等の磁気記憶装置、等を用いることができる。
【００４０】
　表示装置１１５には、液晶表示パネル等を用いることができる。入力装置１１６には、
ポインティングデバイス、キーボードを含むハードキー、表示パネルの表面に貼り付けら
れたタッチパネル、等を用いることができる。測色装置１１７は、カラーチャートが形成
される媒体の例である被印刷物（print substrate）に形成された各カラーパッチを測色
して測色値を出力可能である。パッチは、色票とも呼ばれる。測色値は、例えば、ＣＩＥ
 Ｌａｂ色空間における明度Ｌ及び色度座標ａ，ｂを表す値とされる。測色装置１１７は
、ホスト装置１００の外部に設けられてもよい。ホスト装置１００は、測色装置１１７か
ら複数の測色値を含む測色データを取得して各種処理を行う。通信Ｉ／Ｆ １１８は、プ
リンター２００の通信Ｉ／Ｆ ２１０に接続され、プリンター２００に対して印刷データ
等といった情報を入出力する。通信Ｉ／Ｆ １１８，２１０の規格には、ＵＳＢ（Univers
al Serial Bus）、近距離無線通信規格、等を用いることができる。通信Ｉ／Ｆ １１８，
２１０の通信は、有線でもよいし、無線でもよく、ＬＡＮ（Local Area Network）やイン
ターネット等といったネットワーク通信でもよい。
【００４１】
　図１に示すプロファイル調整プログラムＰＲ０は、読み出し機能ＦＵ１、特定点指定機
能ＦＵ２、調整点受付機能ＦＵ３、調整点追加機能ＦＵ４、調整データ生成機能ＦＵ５、
プロファイル調整機能ＦＵ６、格納機能ＦＵ７、及び、紐付け機能ＦＵ８をホスト装置１
００に実現させる。
【００４２】
　尚、ホスト装置１００には、パーソナルコンピューター（タブレット型端末を含む。）
といったコンピューター等が含まれる。ホスト装置１００は、一つの筐体内に全構成要素
１１１～１１８を有してもよいが、互いに通信可能に分割された複数の装置で構成されて
もよい。また、プリンターがホスト装置１００にあっても、本技術を実施可能である。
【００４３】
　図１に示すプリンター２００は、色材としてＣ（シアン）インク、Ｍ（マゼンタ）イン
ク、Ｙ（イエロー）インク、及び、Ｋ（ブラック）インクを記録ヘッド２２０から吐出（
噴射）して印刷データに対応する出力画像ＩＭ０を形成するインクジェットプリンターで
あるものとする。記録ヘッド２２０は、インクカートリッジＣｃ，Ｃｍ，Ｃｙ，Ｃｋから
それぞれＣＭＹＫ（シアン、マゼンタ、イエロー、及び、ブラック）のインクが供給され
、ノズルＮｃ，Ｎｍ，Ｎｙ，ＮｋからそれぞれＣＭＹＫのインク滴２８０を吐出する。イ
ンク滴２８０が被印刷物ＭＥ１に着弾すると、インクドットが被印刷物ＭＥ１に形成され
る。その結果、被印刷物ＭＥ１上に出力画像ＩＭ０を有する印刷物が得られる。
【００４４】
（３）カラーマネジメントシステムの具体例：
　次に、図２を参照して、本技術を適用可能なカラーマネジメントシステムの例を説明す
る。
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　図２に示すカラーマネジメントシステムは、印刷原稿データＤ０をＲＩＰ（Raster Ima
ge Processor）４００で印刷色ｃｍｙｋp（シアン、マゼンタ、イエロー、及び、ブラッ
ク）を表す出力データに変換してインクジェットプリンター２００に印刷物を形成させる
。印刷原稿データＤ０は、色合わせのターゲット装置の例であるターゲット印刷機３００
のＣＭＹＫのインク（色材）で目標とする色（目標色Ｃt）を再現するためのプロセスカ
ラーＣＭＹＫinを表す。印刷原稿データＤ０には、カラーライブラリーの色名も指定可能
である。カラーライブラリーには、例えば、Pantone（登録商標）カラーライブラリー等
を使用可能である。
【００４５】
　ターゲット印刷機３００は、オフセット印刷機であるものとするが、グラビア印刷機、
フレキソ印刷機、等でもよい。目標色Ｃtは、例えば、ＣＩＥ Ｌａｂ色空間の座標値（Ｌ
ａｂ値）で表される。図２には、ターゲット印刷機３００が被印刷物に目標色Ｃtを表す
カラーチャートを印刷し、測色装置がカラーチャートの各パッチを測色して測色値Ｌａｂ

tを取得する様子が示されている。プロセスカラーＣＭＹＫinは、ターゲット印刷機３０
０で使用されるＣＭＹＫのインクの使用量に対応し、ターゲット印刷機３００に依存する
ＣＭＹＫ色空間の座標を表す。
【００４６】
　ＲＩＰ４００は、入力プロファイル６１０、出力プロファイル６２０、及び、カラーラ
イブラリー６４０を有している。入力プロファイル６１０は、ターゲット印刷機３００で
使用されるインクの色特性を記述したファイルである。出力プロファイル６２０は、イン
クジェットプリンター２００で使用されるインクの色特性を記述したファイルである。両
プロファイル６１０，６２０には、例えば、ＩＣＣプロファイルのデータフォーマットを
用いることができる。印刷原稿データＤ０のプロセスカラーＣＭＹＫinは、入力プロファ
イル６１０に従ってＬａｂ色空間の色Ｌａｂsに変換され、出力プロファイル６２０に従
って印刷色ｃｍｙｋpに変換される。プリンター２００がＣＭＹＫの計４色のインクを使
用する場合、印刷色ｃｍｙｋpは、プリンター２００に出力され、印刷物に再現される。
図２には、プリンター２００が被印刷物に印刷色ｃｍｙｋpを表すカラーチャートを印刷
し、測色装置がカラーチャートの各パッチを測色して測色値Ｌａｂpを取得する様子が示
されている。プリンター２００がＬｃ（ライトシアン）、Ｌｍ（ライトマゼンタ）、Ｄｙ
（ダークイエロー）、Ｌｋ（ライトブラック）、等のインクも使用する場合、ＲＩＰ４０
０又はプリンター２００が印刷色ｃｍｙｋpを濃色と淡色に分版すると、プリンター２０
０が印刷色ｃｍｙｋpを印刷物に再現することができる。むろん、印刷色自体も、ＣＭＹ
Ｋの計４色に限定されない。
　また、印刷原稿データＤ０に色名が設定されている場合、ＲＩＰ４００は、カラーライ
ブラリー６４０を参照して色名をＬａｂ色空間の色Ｌａｂsに変換することがある。
【００４７】
　尚、ＲＩＰ４００は、プロセスカラーＣＭＹＫin以外にも、減法混色となる三原色ＣＭ
Ｙのみの色材の使用量を表すプロセスカラー（ＣＭＹinとする。）、加法混色となる三原
色Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、及び、Ｂ（青）の強度を表すプロセスカラー（ＲＧＢinとする。
）、等とＬａｂ色空間の座標値とを変換するための入力プロファイルも有している。従っ
て、ＲＩＰ４００は、プロセスカラーＣＭＹinやプロセスカラーＲＧＢin等もＬａｂ色空
間経由で印刷色ｃｍｙｋpに変換可能である。加えて、ＲＩＰ４００は、Ｌａｂ色空間の
色Ｌａｂsを入力して印刷色ｃｍｙｋpに変換することも可能である。
【００４８】
　以上により、インクジェットプリンター２００でターゲット印刷機３００の色に近い色
を再現することができる。しかし、実際には、プロファイルの誤差、色測定誤差、プリン
ターの変動、等により、期待する色が再現できない場合がある。このような場合、プロフ
ァイル６１０，６２０を修正することにより、対象の色の変換精度を上げている。出力プ
ロファイル６２０を修正する場合、ＰＣＳ（プロファイル接続空間）でのＬａｂs値を目
標値とし、プリンター２００で印刷した色を測色した結果（Ｌａｂp）を現在値として、
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両者の色差を計算し、この色差を少なくするように出力プロファイル６２０を修正するこ
とが考えられる。また、入力プロファイル６１０を修正する場合、カラーチャートのデー
タを入力プロファイル６１０と出力プロファイル６２０とで変換してカラーチャートを印
刷し、各パッチの測色結果（Ｌａｂp）と目標色彩値（Ｌａｂt）との色差を計算し、この
色差を少なくするように入力プロファイル６１０を修正することが考えられる。
【００４９】
　ただ、以下の理由によって期待する色が得られなかったり、手間がかかったりする場合
がある。
理由１．印刷した結果を測色する必要があるので、測定機が必要であり、目視での色合わ
せに対応することができない。
理由２．入力プロファイル６１０を修正する場合、色差の計算結果を入力プロファイル６
１０にフィードバックしている。しかし、誤差の原因が出力プロファイル６２０にあると
考えられる場合、他の入力プロファイルについても修正する必要がある。（この場合、計
算結果を出力プロファイル６２０にフィードバックして出力プロファイル６２０を修正す
ることにより、他の出力プロファイルを修正する必要が無くなる。）
理由３．プロファイルとは別に調整の履歴情報をサーバーに保存することが想定されてい
るので、プロファイルと履歴情報との関連付けが誤って運用されると、意図した調整とな
らないことがある。
理由４．色毎に履歴情報を管理しているため、複数点を纏めて調整する場合でも、色毎に
調整内容の指示が必要であり、操作が煩雑である。
【００５０】
　本具体例では、プロファイル調整プログラムＰＲ０が実現させる機能ＦＵ１～ＦＵ８に
より、色空間の座標値の変換に使用するプロファイルを調整する作業の利便性を向上させ
、さらに高い色再現精度や階調性を実現させている。
【００５１】
（４）プロファイルの具体例：
　図３は、プロファイル６１０，６２０，６３０の関係を模式的に例示している。
　図３に示すように、入力プロファイル６１０は、ターゲット印刷機３００の使用インク
に合わせたＣＭＹＫ色空間（第一の色空間ＣＳ１の例）のＣＭＹＫ値（Ｃi，Ｍi，Ｙi，
Ｋi）と、Ｌａｂ色空間（ＰＣＳ（プロファイル接続空間）ＣＳ３の例）のＬａｂ値（Ｌi

，ａi，ｂi）と、の対応関係を規定したデータである。この場合のＡ２Ｂテーブルの格子
点ＧＤ１は、通常、ＣＭＹＫ色空間にＣ軸方向、Ｍ軸方向、Ｙ軸方向、及び、Ｋ軸方向へ
略等間隔となるように並べられる。尚、ここでの変数ｉは、ＣＭＹＫ色空間（ＣＳ１）に
設定された格子点ＧＤ１を識別する変数である。ＣＭＹＫ値は、第一座標値の例である。
Ｌａｂ値は、第三座標値の例である。入力プロファイル６１０において、ＣＭＹＫ色空間
（ＣＳ１）は入力色空間ＣＳ４の例であり、Ｌａｂ色空間（ＣＳ３）は出力色空間ＣＳ５
の例である。
【００５２】
　出力プロファイル６２０は、Ｌａｂ色空間（ＣＳ３）のＬａｂ値（Ｌj，ａj，ｂj）と
、インクジェットプリンター２００の使用インクに合わせたｃｍｙｋ色空間（第二の色空
間ＣＳ２の例）のｃｍｙｋ値（ｃj，ｍj，ｙj，ｋj）と、の対応関係を規定したデータで
ある。この場合のＢ２Ａテーブルの格子点ＧＤ２は、通常、Ｌａｂ色空間にＬ軸方向、ａ
軸方向、及び、ｂ軸方向へ略等間隔となるように並べられる。尚、ここでの変数ｊは、Ｌ
ａｂ色空間（ＣＳ３）に設定された格子点ＧＤ２を識別する変数である。「ｃｍｙｋ色空
間」と表現しているのは、プリンター２００の使用インクに合わせた色空間をターゲット
印刷機３００に合わせた色空間と区別するためである。ｃｍｙｋ値は、第二座標値の例で
ある。出力プロファイル６２０において、Ｌａｂ色空間（ＣＳ３）は入力色空間ＣＳ４の
例であり、ｃｍｙｋ色空間（ＣＳ２）は出力色空間ＣＳ５の例である。
【００５３】
　デバイスリンクプロファイル６３０は、ＣＭＹＫ色空間（ＣＳ１）のＣＭＹＫ値（Ｃi
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，Ｍi，Ｙi，Ｋi）と、ｃｍｙｋ色空間（ＣＳ２）のｃｍｙｋ値（ｃi，ｍi，ｙi，ｋi）
と、の対応関係を規定したデータである。ここでの変数ｉは、ＣＭＹＫ色空間（ＣＳ１）
に設定された格子点ＧＤ１を識別する変数である。デバイスリンクプロファイル６３０は
、入力プロファイル６１０と出力プロファイル６２０とを結合することにより得られる。
入力プロファイル６１０において、ＣＭＹＫ色空間（ＣＳ１）は入力色空間ＣＳ４の例で
あり、ｃｍｙｋ色空間（ＣＳ２）は出力色空間ＣＳ５の例である。
【００５４】
　図４は、プロファイル５００の構造を模式的に例示している。プロファイル５００は、
第一プロファイル５０１と第二プロファイル５０２を総称している。図４に示すプロファ
イル５００は、ＩＣＣプロファイルであり、プロファイルヘッダー５１５とタグテーブル
５２０を含む。プロファイル５００には、ＰＣＳと機器従属色空間（device dependent c
olor space）との間でカラー情報を変換するために必要な情報であるタグ（tag）５２１
が含まれている。タグ５２１には、プロファイル５００をカスタマイズするためのプライ
ベートタグ５２３，５２４，…（格納領域の例）が含まれてもよい。本具体例では、プラ
イベートタグ５２３に履歴情報７００を格納するものとして説明する。
【００５５】
　デバイス（３００，２００）用のA2Bxタグ（図４に示すｘは０、１、又は、２）は、エ
レメントデータ５３０として、機器従属色空間（ＣＭＹＫ色空間、ｃｍｙｋ色空間）から
Ｌａｂ色空間に変換するためのＬＵＴ（ルックアップテーブル）である色変換テーブル５
１０を含んでいる。色変換テーブル５１０は、第一テーブル５１１と第二テーブル５１２
を総称している。デバイス（３００，２００）用のB2Axタグは、エレメントデータ５３０
として、Ｌａｂ色空間から機器従属色空間（ＣＭＹＫ色空間、ｃｍｙｋ色空間）に変換す
るための色変換テーブル５１０を含んでいる。
【００５６】
　図４に示すA2B0タグ、及び、B2A0タグは、知覚的（Perceptual）な色変換を行うための
情報である。知覚的な色変換は、階調再現を重視しているので、主に、色域の広い写真画
像の変換に用いられる。図４に示すA2B1タグ、及び、B2A1タグは、相対的で測色的（Medi
a-Relative Colorimetric）な色変換、又は、絶対的で測色的（Absolute Colorimetric）
な色変換を行うための情報である。測色的な色変換は、測色値に忠実であるので、主に、
正確な色の一致が求められるデジタルプルーフの色校正出力用の変換に用いられる。図４
に示すA2B2タグ、及び、B2A2タグは、彩度重視（Saturation）の色変換を行うための情報
である。彩度重視の色変換は、色味の正確さよりも色の鮮やかさ重視しているので、主に
、ビジネスグラッフィクスでのグラフ表示等の変換に用いられる。
【００５７】
（５）プロファイル調整システムで行われるプロファイル調整処理の具体例：
　図５は、図１に示すホスト装置１００で行われるプロファイル調整処理の例を示してい
る。図６は、図５のステップＳ１０２で行われるプロファイル及びパラメーター設定処理
の例を示している。むろん、これらの処理は、順番を入れ替える等、適宜、変更可能であ
る。図７は、図６のステップＳ２０２で表示されるＵＩ（ユーザーインターフェイス）画
面８００の例を示している。ホスト装置１００は、マルチタスクにより複数の処理を並列
して実行している。ここで、図６のステップＳ２１４は、読み出し工程ＳＴ１、特定点指
定工程ＳＴ２、読み出し機能ＦＵ１、特定点指定機能ＦＵ２、読み出し部Ｕ１、及び、特
定点指定部Ｕ２に対応している。図６のステップＳ２１５，Ｓ２１６は、調整点受付工程
ＳＴ３、調整点受付機能ＦＵ３、及び、調整点受付部Ｕ３に対応している。図６のステッ
プＳ２１８は、格納工程ＳＴ７、紐付け工程ＳＴ８、格納機能ＦＵ７、紐付け機能ＦＵ８
、格納部Ｕ７、及び、紐付け部Ｕ８に対応している。図６のステップＳ２２０は、調整点
追加工程ＳＴ４、調整点追加機能ＦＵ４、及び、調整点追加部Ｕ４に対応している。図６
のステップＳ２２２，Ｓ２２４は、調整データ生成工程ＳＴ５、調整データ生成機能ＦＵ
５、及び、調整データ生成部Ｕ５に対応している。図５のステップＳ１０４～Ｓ１２０は
、プロファイル調整工程ＳＴ６、プロファイル調整機能ＦＵ６、及び、プロファイル調整



(18) JP 6950297 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

部Ｕ６に対応している。以下、「ステップ」の記載を省略する。
【００５８】
　図５に示すプロファイル調整処理が開始されると、ホスト装置１００は、図６に示すプ
ロファイル及びパラメーター設定処理を行う（Ｓ１０２）。このプロファイル及びパラメ
ーター設定処理が開始されると、ホスト装置１００は、図７に示すＵＩ画面８００を表示
装置１１５に表示する（図６のＳ２０２）。ＵＩ画面８００は、入力プロファイル選択欄
８１１、出力プロファイル選択欄８１２、デバイスリンクプロファイル選択欄８１３、調
整対象プロファイル指定欄８２０、調整対象色空間選択欄８３０、目標受付領域８４０、
「画像から指定」ボタン８４１、追加ボタン８４２、削除ボタン８４３、調整データ選択
欄８４５、調整範囲指定欄８５０、インテント指定欄８６０、調整実施ボタン８７０、履
歴ロードボタン８８１、及び、履歴セーブボタン８８２を有している。
【００５９】
　ホスト装置１００は、上述した欄、及び、ボタンへの操作を入力装置１１６により受け
付け（Ｓ２１０）、調整実施ボタン８７０への操作を受け付けるとプロファイル及びパラ
メーター設定処理を終了させる。Ｓ２１０の処理は、以下の処理Ｓ２１１～Ｓ２１８を含
んでいる。
（Ｓ２１１）ＣＭＹＫ値からｃｍｙｋ値への変換に使用するプロファイルの組合せと、Ｃ
ＭＹＫ値からｃｍｙｋ値への変換に使用する調整対象プロファイル５５０としての一つの
プロファイルと、のいずれか一方の選択を受け付ける処理。
（Ｓ２１２）プロファイル６１０，６２０，６３０の中からいずれか一つを調整対象プロ
ファイル５５０として受け付ける処理。
（Ｓ２１３）ＣＭＹＫ色空間（ＣＳ１）、ｃｍｙｋ色空間（ＣＳ２）、及び、Ｌａｂ色空
間（ＣＳ３）の内の２種類以上の色空間の中からいずれか一つを調整対象色空間ＣＳ６と
して受け付ける処理。
（Ｓ２１４）ＬＵＴ（５１０）の調整内容を表す履歴情報７００を調整対象プロファイル
５５０（プロファイル５００に含まれる。）のプライベートタグ５２３から読み出す処理
。
（Ｓ２１５）調整点Ｐ０（調整対象の色の例）を表す座標における調整の目標Ｔ０の入力
を受け付ける処理。
（Ｓ２１６）ＣＭＹＫ色空間（ＣＳ１）において調整対象プロファイル５５０のうち目標
Ｔ０に基づいて調整する調整範囲の指定を受け付ける処理。
（Ｓ２１７）調整対象プロファイル５５０の対応関係を規定するための複数のレンダリン
グインテントの中からいずれか一つを指定インテントとして受け付ける処理。
（Ｓ２１８）プロファイル５００のプライベートタグ５２３に履歴情報７００を格納する
処理。
【００６０】
　まず、図７，８Ａ～８Ｄ、１９Ａ～１９Ｅを参照して、Ｓ２１１の処理を説明する。こ
こで、図１９Ａ～１９Ｅにおいて太線で囲まれた要素は調整対象プロファイル５５０を示
している。図１９Ｃに示すデバイスリンクプロファイル６３０において、調整対象はデバ
イスリンクテーブルであり、「元のＡ２Ｂ」は元の入力プロファイルを示し、「元のＢ２
Ａ」は出力プロファイルを示している。
　ホスト装置１００は、選択欄８１１～８１３への操作を入力装置１１６により受け付け
ることにより、記憶装置１１４に記憶されているプロファイル５００の中からプロファイ
ルの選択操作を受け付ける。
【００６１】
　入力プロファイル選択欄８１１では、入力プロファイル６１０を色変換に使用する場合
に記憶装置１１４に記憶されている入力プロファイル６１０の中から色変換に使用する入
力プロファイルを選択可能である。入力プロファイル６１０を色変換に使用しない場合、
入力プロファイル選択欄８１１を空欄にしておけばよい。
　出力プロファイル選択欄８１２では、出力プロファイル６２０を色変換に使用する場合
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に記憶装置１１４に記憶されている出力プロファイル６２０の中から色変換に使用する出
力プロファイルを選択可能である。出力プロファイル６２０を色変換に使用しない場合、
出力プロファイル選択欄８１２を空欄にしておけばよい。
　デバイスリンクプロファイル選択欄８１３では、デバイスリンクプロファイル６３０を
色変換に使用する場合に記憶装置１１４に記憶されているデバイスリンクプロファイル６
３０の中から色変換に使用するデバイスリンクプロファイルを選択可能である。デバイス
リンクプロファイル６３０を色変換に使用しない場合、デバイスリンクプロファイル選択
欄８１３を空欄にしておけばよい。
【００６２】
　図８Ａに示すように入力プロファイル選択欄８１１のみにおいて入力プロファイル６１
０が選択された場合、図１９Ａに示すように入力プロファイル６１０のみ色変換に使用す
ることになり、自動的に入力プロファイル６１０が調整対象プロファイル５５０となる。
この場合、ＣＭＹＫ値が第一座標値に当てはまり、Ｌａｂ値が第二座標値に当てはまる。
　図８Ｂに示すように出力プロファイル選択欄８１２のみにおいて出力プロファイル６２
０が選択された場合、図１９Ｂに示すように出力プロファイル６２０のみ色変換に使用す
ることになり、自動的に出力プロファイル６２０が調整対象プロファイル５５０となる。
この場合、Ｌａｂ値が第一座標値に当てはまり、ｃｍｙｋ値が第二座標値に当てはまる。
　図８Ｃに示すようにデバイスリンクプロファイル選択欄８１３のみにおいてデバイスリ
ンクプロファイル６３０が選択された場合、図１９Ｃに示すようにデバイスリンクプロフ
ァイル６３０を色変換に使用することになり、自動的にデバイスリンクプロファイル６３
０（具体的には内部のデバイスリンクテーブル）が調整対象プロファイル５５０となる。
この場合、ＣＭＹＫ値が第一座標値に当てはまり、ｃｍｙｋ値が第二座標値に当てはまる
。
　図８Ｄに示すように入力プロファイル選択欄８１１において入力プロファイル６１０が
選択され、さらに、出力プロファイル選択欄８１２において出力プロファイル６２０が選
択された場合、図１９Ｄ，１９Ｅに示すように入力プロファイル６１０と出力プロファイ
ル６２０とを組み合わせて色変換に使用することになる。この場合、ＣＭＹＫ値が第一座
標値に当てはまり、ｃｍｙｋ値が第二座標値に当てはまる。
【００６３】
　以上より、選択欄８１１～８１３において色変換に使用するプロファイルの組合せと、
色変換に使用する調整対象プロファイル５５０としての一つのプロファイルと、のいずれ
か一方が選択される。
【００６４】
　次に、図７，９Ａ～９Ｄ等を参照して、Ｓ２１２の処理を説明する。
　ホスト装置１００は、上述した選択欄８１１～８１３における選択に応じて調整対象プ
ロファイル指定欄８２０の指定項目を変える処理を行っている。
【００６５】
　図８Ａに示すように入力プロファイル選択欄８１１のみにおいて入力プロファイル６１
０が選択された場合、図９Ａに示すように調整対象プロファイル指定欄８２０には調整対
象として入力プロファイル６１０しか指定することができない。
　図８Ｂに示すように出力プロファイル選択欄８１２のみにおいて出力プロファイル６２
０が選択された場合、図９Ｂに示すように調整対象プロファイル指定欄８２０には調整対
象として出力プロファイル６２０しか指定することができない。
　図８Ｃに示すようにデバイスリンクプロファイル選択欄８１３のみにおいてデバイスリ
ンクプロファイル６３０が選択された場合、図９Ｃに示すように調整対象プロファイル指
定欄８２０には調整対象としてデバイスリンクプロファイル６３０しか指定することがで
きない。
【００６６】
　図８Ｄに示すように入力プロファイル選択欄８１１において入力プロファイル６１０が
選択され、さらに、出力プロファイル選択欄８１２において出力プロファイル６２０が選
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択された場合、図９Ｄに示すように調整対象プロファイル指定欄８２０において複数の指
定項目の中からいずれか一つの指定項目を選択可能である。複数の指定項目には、入力プ
ロファイル６１０、出力プロファイル６２０、及び、デバイスリンクプロファイル６３０
が含まれる。図９Ｄには入力プロファイル６１０が選択されていることが示されている。
この場合は、図１９Ｄに示す「（ｂ－１）入出力プロファイルを組み合わせて入力プロフ
ァイルを指定」に相当する。調整対象プロファイル指定欄８２０において出力プロファイ
ル６２０が選択された場合は、図１９Ｅに示す「（ｂ－２）入出力プロファイルを組み合
わせて出力プロファイルを指定」に相当する。調整対象プロファイル指定欄８２０におい
てデバイスリンクプロファイル６３０が選択された場合は、図１９Ｃに示す「（ａ－３）
デバイスリンクプロファイルを選択」に当てはめることにする。
【００６７】
　以上より、入力プロファイル６１０と出力プロファイル６２０の組合せが選択された場
合に調整対象プロファイル指定欄８２０においてプロファイル６１０，６２０，６３０の
中からいずれか一つが調整対象プロファイル５５０として指定される。
【００６８】
　尚、調整対象プロファイル指定欄８２０には調整対象として入力プロファイル６１０と
出力プロファイル６２０とデバイスリンクプロファイル６３０のいずれも選択可能として
、この選択に応じて上述した選択欄８１１～８１３への操作の有効又は無効を制御しても
よい。
【００６９】
　さらに、図７，１０Ａ～１０Ｃ等を参照して、Ｓ２１３の処理を説明する。
　ホスト装置１００は、上述した選択欄８１１～８１３における選択に応じて調整対象色
空間選択欄８３０の選択項目を変える処理を行っている。
【００７０】
　図８Ａに示すように入力プロファイル選択欄８１１のみにおいて入力プロファイル６１
０が選択された場合、図１０Ａに示すように調整対象色空間選択欄８３０において複数の
選択項目のうち一つの選択項目を指定可能である。この場合の複数の選択項目には、「入
力データ」と「ＰＣＳ値」が含まれる。「入力データ」は、ＣＭＹＫ色空間（第一の色空
間ＣＳ１及び入力色空間ＣＳ４の例）を調整対象色空間ＣＳ６（図２１Ａ参照）として選
択する項目である。「ＰＣＳ値」は、Ｌａｂ色空間（プロファイル接続空間ＣＳ３及び出
力色空間ＣＳ５の例）を調整対象色空間ＣＳ６（図２１Ｂ参照）として選択する項目であ
る。
　図８Ｂに示すように出力プロファイル選択欄８１２のみにおいて出力プロファイル６２
０が選択された場合、図１０Ｂに示すように調整対象色空間選択欄８３０において複数の
選択項目のうち一つの選択項目を指定可能である。この場合の複数の選択項目には、「Ｐ
ＣＳ値」と「出力データ」が含まれる。「ＰＣＳ値」は、Ｌａｂ色空間（プロファイル接
続空間ＣＳ３及び入力色空間ＣＳ４の例）を調整対象色空間ＣＳ６（図２１Ｃ参照）とし
て選択する項目である。「出力データ」は、ｃｍｙｋ色空間（第二の色空間ＣＳ２及び出
力色空間ＣＳ５の例）を調整対象色空間ＣＳ６（図２１Ｄ参照）として選択する項目であ
る。
【００７１】
　図８Ｄに示すように入力プロファイル選択欄８１１において入力プロファイル６１０が
選択され、さらに、出力プロファイル選択欄８１２において出力プロファイル６２０が選
択された場合、図１０Ｃに示すように調整対象色空間選択欄８３０において複数の選択項
目の中からいずれか一つの選択項目を指定可能である。この場合の複数の選択項目には、
「入力データ」と「出力データ」と「ＰＣＳ値」が含まれる。「入力データ」は、ＣＭＹ
Ｋ色空間（第一の色空間ＣＳ１、及び、入力プロファイル６１０における入力色空間ＣＳ
４の例）を調整対象色空間ＣＳ６（図２２Ａ参照）として選択する項目である。「出力デ
ータ」は、ｃｍｙｋ色空間（第二の色空間ＣＳ２、及び、出力プロファイル６２０におけ
る出力色空間ＣＳ５の例）を調整対象色空間ＣＳ６（図２２Ｂ参照）として選択する項目
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である。「ＰＣＳ値」は、Ｌａｂ色空間（プロファイル接続空間ＣＳ３、入力プロファイ
ル６１０における出力色空間ＣＳ５、及び、出力プロファイル６２０における入力色空間
ＣＳ４の例）を調整対象色空間ＣＳ６（図２２Ｃ参照）として選択する項目である。
　図８Ｃに示すようにデバイスリンクプロファイル選択欄８１３のみにおいてデバイスリ
ンクプロファイル６３０が選択された場合も、図１０Ｃに示すように調整対象色空間選択
欄８３０において「入力データ」と「出力データ」と「ＰＣＳ値」からいずれか一つを指
定可能である。
【００７２】
　以上より、ＣＭＹＫ色空間（ＣＳ１）、ｃｍｙｋ色空間（ＣＳ２）、及び、Ｌａｂ色空
間（ＣＳ３）の内の２種類以上の色空間の中からいずれか一つが調整対象色空間ＣＳ６と
して選択される。
【００７３】
　さらに、図４，７，１０～１２等を参照して、Ｓ２１４の処理を説明する。
　ホスト装置１００は、図７に示す履歴ロードボタン８８１の操作を受け付けると、図１
１に示す履歴情報読み出し処理を行う。ここで、Ｓ３０２～Ｓ３１４，Ｓ３２０は、読み
出し工程ＳＴ１、読み出し機能ＦＵ１、及び、読み出し部Ｕ１に対応している。Ｓ３１６
～Ｓ３１８は、特定点指定工程ＳＴ２、特定点指定機能ＦＵ２、及び、特定点指定部Ｕ２
に対応している。
【００７４】
　図１１に示す履歴情報読み出し処理が開始されると、ホスト装置１００は、例えば「調
整点を別のプロファイルからロードしますか？」といった問合せとともに選択用のボタン
を表示装置１１５に表示し、操作されたボタンに応じて処理を分岐させる（Ｓ３０２）。
「ＹＥＳ」ボタンといった調整点を別の第二プロファイル５０２からロードすることを意
味するボタンが操作されると、ホスト装置１００は、図１２に示す履歴情報流用処理を行
い（Ｓ３２０）、履歴情報読み出し処理を終了させる。履歴情報流用処理が行われる場合
、Ｓ４０２で履歴情報７００を読み込むプロファイルが第一プロファイル５０１となり、
この第一プロファイル５０１のテーブルが第一テーブル５１１となり、調整対象プロファ
イル５５０が第二プロファイル５０２となり、この第二プロファイル５０２のテーブルが
第二テーブル５１２となる。履歴情報流用処理の詳細は、後述する。
【００７５】
　「ＮＯ」ボタンといった調整点を別のプロファイルからロードしないことを意味するボ
タンが操作されると、ホスト装置１００は、Ｓ３０４以降の処理を行う。この場合、調整
対象プロファイル５５０が第一プロファイル５０１となり、この第一プロファイル５０１
のテーブルが第一テーブル５１１となる。
　まず、ホスト装置１００は、調整対象プロファイル５５０について調整点Ｐ０における
調整内容を表す履歴情報７００をプライベートタグ５２３から読み出す処理を行う（Ｓ３
０４）。ここで、プライベートタグ５２３に履歴情報７００が格納されていない場合（Ｓ
３０６のＮＯ）、ホスト装置１００は、履歴情報読み出し処理を終了させる。プライベー
トタグ５２３に履歴情報７００が格納されている場合（Ｓ３０６のＹＥＳ）、ホスト装置
１００は、読み出した履歴情報７００を表すＵＩ画面を表示し、ユーザーから対応を受け
付ける（Ｓ３０８）。
【００７６】
　図１３Ａは、調整対象プロファイル５５０のプライベートタグ５２３に格納された履歴
情報７００の構造を模式的に例示している。図１３Ａに示す履歴情報７００には、調整対
象プロファイル５５０の調整毎に、Ｎｏ（識別番号）、調整日、調整時刻、調整点Ｐ０の
数、及び、元テーブルを含む調整内容が割り当てられている。調整内容には、以下の項目
（Ａ）～（Ｈ）が含まれている。
（Ａ）調整対象の色に対応する調整点Ｐ０の座標、
（Ｂ）調整点Ｐ０における調整量（調整の目標Ｔ０）、
（Ｃ）調整対象のテーブルが入力プロファイル６１０、出力プロファイル６２０、及び、
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デバイスリンクプロファイル６３０のいずれのテーブルであるかの情報、
（Ｄ）調整点Ｐ０を基点とする調整範囲Ａ０、
（Ｅ）ペアの調整点Ｐ１，Ｐ２の座標、
（Ｆ）調整対象プロファイル５５０と組み合わせた第三プロファイルのファイル名、
（Ｇ）前記第三プロファイルのタイムスタンプ（更新日時）、並びに、
（Ｈ）第一テーブル５１１を調整する前の元テーブル。
　履歴情報７００には、上記項目（Ａ）～（Ｈ）の一部が無くてもよい。
【００７７】
　尚、第三プロファイルは、入力プロファイル６１０と出力プロファイル６２０とが組み
合わされて入力プロファイル６１０が調整対象プロファイル５５０である場合に出力プロ
ファイル６２０となり、入力プロファイル６１０と出力プロファイル６２０とが組み合わ
されて出力プロファイル６２０が調整対象プロファイル５５０である場合に入力プロファ
イル６１０となる。
【００７８】
　図１３Ａにおいて、例えば、Ｎｏ．１の調整は、調整日２０１７／３／２０、調整時刻
１０：５０において、１０６箇所の調整点Ｐ０について調整が行われたことが示されてい
る。Ｎｏ．１の調整内容には、１０６箇所の調整点Ｐ０について調整する前の元テーブル
１も含まれる。Ｎｏ．２の調整内容には、５箇所の調整点Ｐ０について調整する前の元テ
ーブルが含まれていない。
【００７９】
　ホスト装置１００は、図１３Ａに示す履歴情報７００に基づいて、図１３Ｂに示すよう
なＵＩ（ユーザーインターフェイス）画面８０１を表示する。ＵＩ画面８０１は、実施し
た調整を識別するＮｏ（識別番号）、調整日、調整日時、調整点Ｐ０の数、及び、各調整
に対する対応の指定欄９０１を有している。この指定欄９０１では、例えば、「調整結果
を確認する」、「調整点を別のプロファイルに適用する」、「調整結果を取り消す」、等
を指定する操作が可能である。「調整結果を確認する」は、図１４Ａに示すようなＵＩ画
面８０２において調整結果を表示するための指示である。「調整点を別のプロファイルに
適用する」は、調整点Ｐ０を現在の調整対象プロファイル５５０とは異なるプロファイル
のテーブルに適用するための指示である。「調整結果を取り消す」は、調整単位で調整対
象プロファイル５５０のテーブルを元テーブルに戻すための取消指示である。ホスト装置
１００は、指定欄９０１への操作を受け付け、指定欄９０１への指定内容に従って、Ｓ３
１０以降の処理を行う。
【００８０】
　Ｓ３１０において、ホスト装置１００は、プライベートタグ５２３の履歴情報７００に
調整前の元テーブルがあるか否かに応じて処理を分岐させる。元テーブルが無い場合、過
去の調整結果を取り消すことができないので、ホスト装置１００は、処理をＳ３１６に進
める。元テーブルがある場合、ホスト装置１００は、指定欄９０１で「調整結果を取り消
す」が指定されているか否かに応じて処理を分岐させる（Ｓ３１２）。「調整結果を取り
消す」が指定されていない場合、ホスト装置１００は、処理をＳ３１６に進める。「調整
結果を取り消す」が指定されている場合、ホスト装置１００は、該当する識別番号の調整
結果を取り消す処理を行う（Ｓ３１４）。この処理は、該当する識別番号の調整について
調整対象プロファイル５５０の第一テーブル５１１を元テーブルに戻す処理とすることが
できる。この時、該当する識別番号の調整について元テーブルから第一テーブル５１１へ
の調整内容を表す情報を履歴情報７００から削除してもよい。図１３Ｃは、例として、Ｎ
ｏ．３の調整結果を取り消し、元テーブルから第一テーブル５１１への調整内容を表す情
報を履歴情報７００から削除した時の履歴情報７００の構造を模式的に示している。
【００８１】
　Ｓ３１６において、ホスト装置１００は、指定欄９０１で「調整結果を確認する」が指
定され、図１４Ａに示すＵＩ画面８０２の指定欄９０３で「固定点として扱う」が指定さ
れた調整点Ｐ０があるか否かに応じて処理を分岐させる。「固定点」は、調整量０、すな
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わち、再調整が行われないようにする特定点ＳＰにすることを意味する。図１４Ａに示す
ＵＩ画面８０２は、図１３Ｂで示した指定欄９０１で「調整結果を確認する」が指定され
た場合に表示される。このＵＩ画面８０２は、「調整結果を確認する」が指定された調整
の全調整点Ｐ０について原則として特定点ＳＰとして扱うか否かの指定欄９０２を有する
とともに、設定された調整点Ｐ０を識別するＮｏ（識別番号）、調整点Ｐ０の座標、調整
日、及び、各調整点Ｐ０に対する対応の指定欄９０３を有している。指定欄９０２におい
て「固定点として扱う」が指定された場合、まず、全指定欄９０３が「固定点として扱う
」に設定される。指定欄９０２において「固定点として扱わない」が指定された場合、ま
ず、全指定欄９０３が「固定点として扱わない」に設定される。さらに、各指定欄９０３
において、「固定点として扱う」と「固定点として扱わない」とを切り替えることが可能
である。「固定点として扱う」が指定された指定欄９０３が無い場合、特定点ＳＰにする
調整点Ｐ０が無いことになるので、ホスト装置１００は、履歴情報読み出し処理を終了さ
せる。
【００８２】
　「固定点として扱う」が指定された指定欄９０３が有る場合、ホスト装置１００は、図
１４Ｂに示すように、「固定点として扱う」が指定された調整点Ｐ０を調整量０の特定点
ＳＰとして目標受付領域８４０に追加し（Ｓ３１８）、履歴情報読み出し処理を終了させ
る。図１４Ｂに示す例では、ＩＤ＝１，２の調整点Ｐ０が特定点ＳＰであり、調整量が再
調整の行われないΔｃ＝Δｍ＝Δｙ＝Δｋ＝０に設定されたことが示されている。
【００８３】
　尚、Ｓ３２０において調整点Ｐ０を別のプロファイル（第一プロファイル５０１）から
ロードする場合、Ｓ３１８の特定点ＳＰを受け付ける処理が行われない。従って、調整点
Ｐ０をロードした第一プロファイル５０１とは別の第二プロファイル５０２の第二テーブ
ル５１２を調整する場合、特定点ＳＰを受け付けないことになる。
【００８４】
　調整点Ｐ０を別の第一プロファイル５０１からロードする場合（Ｓ３２０）、図１２の
履歴情報流用処理において、ホスト装置１００は、まず、履歴情報を読み込む第一プロフ
ァイル５０１の指定を受け付ける（Ｓ４０２）。例えば、ホスト装置１００は、表示装置
１１５に第一プロファイル選択欄８９１を表示し、この第一プロファイル選択欄８９１に
おいて第一プロファイル５０１を指定する操作を受け付ける。第一プロファイル５０１は
、調整対象プロファイル５５０である第二プロファイル５０２と同じ形態（入力プロファ
イル６１０であるか出力プロファイル６２０であるかデバイスリンクプロファイル６３０
であるか）のプロファイルに限定されず、後のＳ４０４の処理を行うことができる限り、
異なる形態のプロファイルでもよい。
【００８５】
　第一プロファイル５０１の指定後、ホスト装置１００は、第一プロファイル５０１のプ
ライベートタグ５２３から履歴情報７００を読み出す処理を行い（Ｓ４０４）、履歴情報
流用処理を終了させる。読み出す履歴情報７００は、調整点Ｐ０の座標、調整点Ｐ０にお
ける調整量（調整の目標Ｔ０）、調整点Ｐ０を基点とする調整範囲Ａ０、及び、ペアの調
整点Ｐ１，Ｐ２の座標である。ただし、調整量は、初期値として用いられ、変更可能であ
る。
【００８６】
　例えば、コーポレートカラー等の用途で重要色が決まっている場合にオペレーション上
利用するプロファイルが変更となることがある。異なるプロファイルから調整点Ｐ０や調
整範囲Ａ０を流用することができない場合、プロファイルの変更毎に調整点Ｐ０や調整範
囲Ａ０を入力しなければならず、その分、プロファイルを調整する作業が面倒である。ま
た、キャリブレーション用のプロファイル等の用途で測色用のカラーチャートが決まって
いる場合、プロファイルが異なると、改めて調整点Ｐ０や調整範囲Ａ０を入力しなければ
ならず、その分、プロファイルを調整する作業が面倒である。本具体例では、異なるプロ
ファイルから履歴情報７００を流用することができるので、プロファイルが変わっても調
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整点Ｐ０や調整範囲Ａ０の入力が省略され、プロファイルを調整する作業が軽減される。
【００８７】
　さらに、図７，１６Ａ，１６Ｂ，１７等を参照して、Ｓ２１５の処理を説明する。
　ホスト装置１００は、上述した欄８１１～８１３，８３０における選択に応じて目標受
付領域８４０の入力項目を変える処理を行っている。また、ホスト装置１００は、調整デ
ータ選択欄８４５への選択に応じて目標受付領域８４０の入力項目を変える処理を行って
いる。
【００８８】
　図１６Ａに示すように、調整データ選択欄８４５においては、「絶対値」と「相対値」
のいずれか一方を選択可能である。「絶対値」は、調整の目標Ｔ０を色空間の座標値とし
て受け付ける選択肢である。「相対値」は、調整の目標Ｔ０を色空間の現在の座標値から
の差分として受け付ける選択肢である。
【００８９】
　調整データ選択欄８４５において「絶対値」が選択されると、図１６Ｂに示すように、
色空間の現在の座標値（C_L，C_a，C_b）の表示欄とともに調整目標Ｔ０の座標値（T_L，
T_a，T_b）の入力欄が目標受付領域８４０に表示される。図１６Ｂには、調整対象色空間
ＣＳ６としてＬａｂ色空間が選択された場合の例を示している。
　調整データ選択欄８４５において「相対値」が選択されると、図７に示すように、色空
間の現在の座標値からの差分としての調整目標Ｔ０の座標値（ΔＬ，Δａ，Δｂ）の入力
欄が目標受付領域８４０に表示される。図７は、調整対象色空間ＣＳ６としてＬａｂ色空
間が選択された場合の例を示している。
【００９０】
　第一プロファイル５０１としての調整対象プロファイル５５０から履歴情報７００が読
み出された場合、目標受付領域８４０には、読み出された履歴情報７００に含まれる調整
点Ｐ０、及び、該調整点Ｐ０の調整内容が表示される。調整対象プロファイル５５０とは
別の第二プロファイル５０２から履歴情報７００が読み出された場合、目標受付領域８４
０には、読み出された履歴情報７００に含まれる調整点Ｐ０、並びに、該調整点Ｐ０の調
整量（調整目標Ｔ０）、調整範囲Ａ０、及び、ペアの調整点Ｐ１，Ｐ２が表示される。ホ
スト装置１００は、読み出された履歴情報７００に含まれる調整点Ｐ０における調整内容
の修正を受け付ける。また、ホスト装置１００は、新たな調整対象の色に対応する調整点
Ｐ０の追加、及び、該追加の調整点Ｐ０における調整内容の設定を受け付ける。
【００９１】
　図１６Ｃに示すように、調整目標Ｔ０を設定するための調整点Ｐ０は、ＣＭＹＫ色空間
（ＣＳ１）に設定される。ここで、ＣＭＹＫ色空間は４次元の色空間であるため、図１６
ＣではＣ軸とＭ軸とＹ軸とで形成される３次元の仮想空間を示している。
【００９２】
　例えば、ホスト装置１００は、図７，１６Ｂに示すＵＩ画面８００の「画像から指定」
ボタン８４１の操作を受け付けると、ＣＭＹＫ色空間（ＣＳ１）を模式的に表す画面を表
示装置１１５に表示し、入力装置１１６による操作に応じたＣＭＹＫ値を取得して目標受
付領域８４０の情報を更新する。新たな調整点Ｐ０が指定されると、ホスト装置１００は
、対応するＩＤ（識別情報）を付与し、取得したＣＭＹＫ値、及び、該ＣＭＹＫ値から求
められる出力色空間ＣＳ５の座標値等をＩＤに対応させて目標受付領域８４０に表示する
。追加ボタン８４２が操作されると、ホスト装置１００は、ＩＤを追加し、目標受付領域
８４０に追加したＩＤに対応する入力欄を増やす。削除ボタン８４３が操作されると、ホ
スト装置１００は、削除するＩＤの指定を受け付け、指定されたＩＤに対応する入力欄を
削除する。
　また、ホスト装置１００は、履歴ロードボタン８８１の操作を受け付けると、記憶装置
１１４に記憶されている調整の履歴情報７００を読み出して目標受付領域８４０に追加す
る。履歴セーブボタン８８２の操作が受け付けられると、ホスト装置１００は、目標受付
領域８４０の情報を履歴情報７００として記憶装置１１４に記憶する。
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【００９３】
　目標受付領域８４０で受け付けられる調整目標Ｔ０は、調整対象色空間選択欄８３０の
選択内容、及び、調整データ選択欄８４５の選択内容に応じて、以下のように変わる。
（選択内容１）調整対象色空間ＣＳ６としてＣＭＹＫ色空間が選択され、調整目標Ｔ０の
入力に「絶対値」が選択された場合。この場合、調整目標Ｔ０の入力は、ＣＭＹＫ値（T_
C，T_M，T_Y，T_Kとする。）となる。このＣＭＹＫ値は、例えば、０～１００％で表現さ
れる。
（選択内容２）調整対象色空間ＣＳ６としてＣＭＹＫ色空間が選択され、調整目標Ｔ０の
入力に「相対値」が選択された場合。この場合、調整目標Ｔ０の入力は、ＣＭＹＫ値の現
在値（C_C，C_M，C_Y，C_Kとする。）に対する目標値（T_C，T_M，T_Y，T_K）の差分（Δ
Ｃ，ΔＭ，ΔＹ，ΔＫとする。）となる。
（選択内容３）調整対象色空間ＣＳ６としてＬａｂ色空間が選択され、調整目標Ｔ０の入
力に「絶対値」が選択された場合。この場合、調整目標Ｔ０の入力は、Ｌａｂ値（T_L，T
_a，T_bとする。）となる。
（選択内容４）調整対象色空間ＣＳ６としてＬａｂ色空間が選択され、調整目標Ｔ０の入
力に「相対値」が選択された場合。この場合、調整目標Ｔ０の入力は、Ｌａｂ値の現在値
（C_L，C_a，C_bとする。）に対する目標値（T_L，T_a，T_b）の差分（ΔＬ，Δａ，Δｂ
とする。）となる。
（選択内容５）調整対象色空間ＣＳ６としてｃｍｙｋ色空間が選択され、調整目標Ｔ０の
入力に「絶対値」が選択された場合。この場合、調整目標Ｔ０の入力は、ｃｍｙｋ値（T_
c，T_m，T_y，T_kとする。）となる。このｃｍｙｋ値は、例えば、０～１００％で表現さ
れる。
（選択内容６）調整対象色空間ＣＳ６としてｃｍｙｋ色空間が選択され、調整目標Ｔ０の
入力に「相対値」が選択された場合。この場合、調整目標Ｔ０の入力は、ｃｍｙｋ値の現
在値（C_c，C_m，C_y，C_kとする。）に対する目標値（T_c，T_m，T_y，T_k）の差分（Δ
ｃ，Δｍ，Δｙ，Δｋとする。）となる。
【００９４】
　以上より、調整対象色空間ＣＳ６において調整点Ｐ０を表す座標における調整目標Ｔ０
が受け付けられる。
【００９５】
　図７，１６Ｂに示す目標受付領域８４０は、複数の調整点Ｐ０を関連付けて調整を行う
ためのペア指定領域８４４を有している。調整点Ｐ０のペア指定は、例えば、図２８に示
すグラデーション画像ＩＭ１のように或る色（例えば白。図２８に示す第一調整点Ｐ１）
と別の色（例えば赤や青。図２８に示す第二調整点Ｐ２）との間のグラデーションの全色
を調整したい場合に用いられる。ペア指定領域８４４には、或る調整点に関連付ける別の
調整点のＩＤが格納される。例えば、ＩＤ＝１の調整点はＩＤ＝０の調整点に関連付けら
れ、ＩＤ＝２の調整点もＩＤ＝０の調整点に関連付けられていることが示されている。ペ
ア指定領域８４４の「－１」は、別の調整点に関連付けられていないことを示している。
　例えば、ホスト装置１００は、図７，１６Ｂに示すペア指定領域８４４への操作を受け
付けると、図１７に示すようなペア指定画面９１０を表示装置１１５に表示する。
【００９６】
　図１７は、例としてＩＤ＝０～９の調整点Ｐ０が設定された場合に複数の調整点Ｐ０を
関連付けるためのペア指定画面９１０を示している。例えば、ホスト装置１００は、第一
調整点Ｐ１にする調整点の第一表示領域９１１への操作を入力装置１１６により受け付け
、第二調整点Ｐ２にする調整点の第二表示領域９１２への操作を入力装置１１６により受
け付けると、第一表示領域９１１の色９１３を第二表示領域９１２内に表示する。ホスト
装置１００は、ＯＫボタン９１５への操作を入力装置１１６により受け付けると、第一座
標の第一調整点Ｐ１、及び、第二座標の第二調整点Ｐ２の設定を受け付けたことになる。
ここで、調整点Ｐ１，Ｐ２の位置をＣＭＹＫ色空間の座標値で表す場合、図７に示す例で
は、第一座標のＣＭＹＫ値が（０．００，０．００，０．００，０．００）であり、第二
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座標のＣＭＹＫ値が（５．１０，１００．００，１００．００，１．１８）である。この
場合、図７，１１Ｂに示すペア指定領域８４４のうち第二表示領域９１２に対応する第二
調整点Ｐ２の表示領域に第一表示領域９１１に対応する第一調整点Ｐ１のＩＤ「０」が表
示される。
【００９７】
　ここで、図７，１１Ｂに示す第一調整点Ｐ１における目標Ｔ０は、第一調整点Ｐ１にお
ける調整の第一目標Ｔ１（図１８Ｂ参照）であり、第一調整点Ｐ１における調整の程度を
表す第一調整データの例である。図７，１１Ｂに示す第二調整点Ｐ２における目標Ｔ０は
、第二調整点Ｐ２における調整の第二目標Ｔ２（図１８Ｂ参照）であり、第二調整点Ｐ２
における調整の程度を表す第二調整データの例である。
　以上より、第一目標Ｔ１及び第二目標Ｔ２が設定される。
【００９８】
　さらに、図７等を参照して、Ｓ２１６の処理を説明する。
　ホスト装置１００は、調整目標Ｔ０に基づいて調整する調整範囲Ａ０を色空間全体にす
るか否かの指定を調整範囲指定欄８５０において受け付ける。図７に示す調整範囲指定欄
８５０の複数の指定項目には、図示を省略しているが、「入力空間全域」と「半径」とが
含まれている。「入力空間全域」が指定された場合、調整範囲Ａ０は色空間全体に設定さ
れる。「半径」が指定された場合、ホスト装置１００は、図１６Ｂに示すように目標受付
領域８４０の「Radius」の入力欄に調整点Ｐ０を基点とした半径の入力を受け付ける。こ
の半径は、例えば、第一の色空間ＣＳ１におけるユークリッド距離の相対値０～１００％
で表現される。図１６Ｃには、半径（Radius）が指定された場合の調整範囲Ａ０の例が模
式的に示されている。
【００９９】
　ここで、図１６Ｂに示す第一調整点Ｐ１における半径は、第一調整点Ｐ１を基点とする
第一調整範囲Ａ１（図１８Ａ参照）であり、第一調整点Ｐ１における調整の程度を表す第
一調整データの例である。図７，１６Ｂに示す第二調整点Ｐ２における半径は、第二調整
点Ｐ２を基点とする第二調整範囲Ａ２（図１８Ａ参照）であり、第二調整点Ｐ２における
調整の程度を表す第二調整データの例である。
　以上より、第一の色空間ＣＳ１において調整対象プロファイル５５０のうち第一調整範
囲Ａ１及び第二調整範囲Ａ２が設定される。
【０１００】
　さらに、図７等を参照して、Ｓ２１７の処理を説明する。
　ホスト装置１００は、調整対象プロファイル５５０の対応関係を規定するためのレンダ
リングインテントの指定をインテント指定欄８６０において受け付ける。図７に示すイン
テント指定欄８６０の複数の指定項目は、図示を省略しているが、「Perceptual」（知覚
的）、「Relative Colorimetric」（相対的測色的）、及び、「Saturation」（彩度重視
）の３種類である。むろん、指定項目に「Absolute Colorimetric」（絶対的測色的）が
含まれてもよいし、「Perceptual」と「Relative Colorimetric」と「Saturation」の内
の一部が指定項目に無くてもよい。図７には、指定インテントとして「Perceptual」が指
定されている例が示されている。
【０１０１】
　以上より、調整対象プロファイル５５０の対応関係を規定するための複数のレンダリン
グインテントの中からいずれか一つが指定インテントとして受け付けられる。
【０１０２】
　さらに、図４，７，１５等を参照して、Ｓ２１８の処理を説明する。
　ホスト装置１００は、図７に示す履歴セーブボタン８８２の操作を受け付けると、図１
５に示す履歴情報保存処理を行う。ここで、Ｓ５０２，Ｓ５０８は、格納工程ＳＴ７、格
納機能ＦＵ７、及び、格納部Ｕ７に対応している。Ｓ５０４～Ｓ５０８は、紐付け工程Ｓ
Ｔ８、紐付け機能ＦＵ８、及び、紐付け部Ｕ８に対応している。
【０１０３】
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　図１５に示す履歴情報保存処理が開始されると、ホスト装置１００は、上述した調整内
容の項目（Ａ）～（Ｈ）のうち保存する項目の指定を受け付けるＵＩ画面８０３を表示装
置１１５に表示し、調整対象プロファイル５５０のプライベートタグ５２３に履歴情報７
００として格納する項目の指定を受け付ける（Ｓ５０２）。各項目（Ａ）～（Ｈ）には、
チェックボックスがあり、このチェックボックスにチェックが入った項目がプライベート
タグ５２３に格納される。図１５の例では、（Ａ）調整点Ｐ０の座標、（Ｂ）調整点Ｐ０
における調整量（調整の目標Ｔ０）、（Ｃ）調整対象プロファイル５５０の形態、（Ｄ）
調整範囲Ａ０、及び、（Ｅ）ペアの調整点Ｐ１，Ｐ２の座標が指定されていることが示さ
れている。また、（Ａ）調整点Ｐ０の座標、及び、（Ｂ）調整点Ｐ０における調整量は、
必ず指定される（指定を外すことができない）ことが示されている。
【０１０４】
　項目の指定の受け付け後、ホスト装置１００は、（Ｇ）調整対象プロファイル５５０と
組み合わせた第三プロファイルのタイムスタンプが指定されたか否かに応じて処理を分岐
させる（Ｓ５０４）。第三プロファイルのタイムスタンプが指定されていない場合、ホス
ト装置１００は、処理をＳ５０８に進める。第三プロファイルのタイムスタンプが指定さ
れた場合、ホスト装置１００は、組み合わせた第三プロファイルのタイムスタンプを読み
出す（Ｓ５０６）。例えば、入力プロファイル６１０が調整対象プロファイル５５０であ
る場合、組み合わせた出力プロファイル６２０のタイムスタンプを読み出せばよい。出力
プロファイル６２０が調整対象プロファイル５５０である場合、組み合わせた入力プロフ
ァイル６１０のタイムスタンプを読み出せばよい。
【０１０５】
　Ｓ５０８において、ホスト装置１００は、ＵＩ画面８０３で指定を受け付けた項目を調
整対象プロファイル５５０のプライベートタグ５２３に格納し、履歴情報保存処理を終了
させる。すると、図１３Ａで示したように、調整対象プロファイル５５０のプライベート
タグ５２３に履歴情報７００が蓄積される。第三プロファイルのタイムスタンプが指定さ
れた場合、第三プロファイルのタイムスタンプが調整対象プロファイル５５０（第一プロ
ファイル５０１）に紐付けられる。
【０１０６】
　ホスト装置１００は、図７に示す調整実施ボタン８７０の操作を受け付けると、図６の
Ｓ２１０の処理を終了させ、ペアの調整点Ｐ１，Ｐ２の間に第三調整点Ｑｘを追加する処
理を行う（Ｓ２２０）。ここでの変数ｘは、第三調整点Ｑを識別する変数である。Ｓ２２
０の処理では、第一調整点Ｐ１の第一座標と、第二調整点Ｐ２の第二座標と、の間に第三
座標の第三調整点Ｑｘを設定している。ここで、調整点Ｐ１，Ｐ２，Ｑｘの位置を表す座
標を調整対象プロファイル５５０の入力色空間ＣＳ４の座標値で表すことにしている。例
えば、入力プロファイル６１０が調整対象プロファイル５５０である場合、調整点Ｐ１，
Ｐ２，Ｑｘの座標はＣＭＹＫ値で表される。出力プロファイル６２０が調整対象プロファ
イル５５０である場合、調整点Ｐ１，Ｐ２，Ｑｘの座標はＬａｂ値で表される。デバイス
リンクプロファイル６３０が調整対象プロファイル５５０である場合、調整点Ｐ１，Ｐ２
，Ｑｘの座標はＣＭＹＫ値で表される。
【０１０７】
　図１８Ａは、入力色空間ＣＳ４がＣＭＹＫ色空間である場合に第一調整点Ｐ１と第二調
整点Ｐ２との間に第三調整点Ｑｘを追加して第三調整点Ｑｘを基点とする第三調整範囲Ａ
３を決定する様子を模式的に例示している。ＣＭＹＫ色空間には座標軸としてＣ軸、Ｍ軸
、Ｙ軸、及び、Ｋ軸があるが、図１８Ａでは、分かり易く示すため、Ｃ軸とＭ軸とを通る
平面において調整対象プロファイル５５０の入力色空間ＣＳ４を示している。ここで、白
丸は調整対象プロファイル５５０の格子点ＧＤ０を示し、黒丸は調整点Ｐ１，Ｐ２を示し
、ハッチングを付した丸印は第三調整点Ｑｘを示している。図１８ＡのＣ軸及びＹ軸には
、格子点ＧＤ０の間隔ΔＧＤを１単位とした座標値を示している。
【０１０８】
　追加する第三調整点Ｑｘは、調整対象プロファイル５５０の入力色空間ＣＳ４において
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調整点Ｐ１，Ｐ２を結んだ線上に生成することにしている。追加する第三調整点Ｑｘは、
入力色空間ＣＳ４の格子点ＧＤ０の間隔ΔＧＤに基づいた数Ｎ０にしている。ここで、調
整対象プロファイル５５０の格子点間に最低１箇所の第三調整点Ｑｘが入る範囲でなるべ
く少なくなるように数Ｎ０を設定している。
【０１０９】
　例えば、入力色空間ＣＳ４がＣＭＹＫ色空間であり、格子点ＧＤ０の間隔ΔＧＤを単位
とした第一調整点Ｐ１の座標が（Ｃ１，Ｍ１，Ｙ１，Ｋ１）であり、格子点ＧＤ０の間隔
ΔＧＤを単位とした第二調整点Ｐ２の座標が（Ｃ２，Ｍ２，Ｙ２，Ｋ２）であるとする。
この場合、第三調整点Ｑｘの位置は、例えば、以下のようにして設定することができる。
　まず、ＣＭＹＫ色空間のＣ軸、Ｍ軸、Ｙ軸、及び、Ｋ軸の内、格子点ＧＤ０の間隔ΔＧ
Ｄを単位とした第一調整点Ｐ１と第二調整点Ｐ２との間の距離が最も長い座標軸を選択す
る。これは、｜Ｃ２－Ｃ１｜、｜Ｍ２－Ｍ１｜、｜Ｙ２－Ｙ１｜、及び、｜Ｋ２－Ｋ１｜
のうち最も大きい値となる座標軸を選択すればよい。図１８Ａの例では、５＜｜Ｃ２－Ｃ
１｜＜６、及び、４＜｜Ｍ２－Ｍ１｜＜５であり、｜Ｃ２－Ｃ１｜が｜Ｍ２－Ｍ１｜、｜
Ｙ２－Ｙ１｜、及び、｜Ｋ２－Ｋ１｜よりも大きいとして、Ｃ軸が選択されたことが示さ
れている。
【０１１０】
　次に、選択された座標軸の方向において、格子点ＧＤ０の間隔ΔＧＤ以下の間隔となる
数Ｎ０の第三調整点Ｑｘを設定する。図１８Ａには、第三調整点Ｑｘの数Ｎ０をなるべく
少なくする例を示している。例えば、Ｃ軸が選択され、Ｎ１＜｜Ｃ２－Ｃ１｜≦Ｎ１＋１
（Ｎ１は正の整数）である場合、Ｎ０＝Ｎ１にすれば、Ｃ軸方向において第三調整点Ｑｘ
の間隔が格子点ＧＤ０の間隔ΔＧＤ以下となり、調整対象プロファイル５５０の格子点間
に最低１箇所の第三調整点Ｑｘが入る。図１８Ａの例では、５＜｜Ｃ２－Ｃ１｜＜６であ
るので、Ｎ０＝５となる。
　第三調整点Ｑｘの数Ｎ０をなるべく少なくするのは、図５のＳ１０４～Ｓ１２０の処理
にかかる時間をなるべく少なくするためである。一方、処理時間は長くなっても出力画像
の階調性をさらに向上させるため、第三調整点Ｑｘの数Ｎ０を増やしてもよい。
【０１１１】
　入力色空間ＣＳ４がＬａｂ色空間である場合も、同様にして第三調整点Ｑｘを追加する
ことができる。ここで、格子点ＧＤ０の間隔ΔＧＤを単位とした第一調整点Ｐ１の座標が
（Ｌ１，ａ１，ｂ１）であり、格子点ＧＤ０の間隔ΔＧＤを単位とした第二調整点Ｐ２の
座標が（Ｌ２，ａ２，ｂ２）であるとする。まず、Ｌａｂ色空間のＬ軸、ａ軸、及び、ｂ
軸の内、｜Ｌ２－Ｌ１｜、｜ａ２－ａ１｜、及び、｜ｂ２－ｂ１｜のうち最も大きい値と
なる座標軸を選択すればよい。次に、選択された座標軸の方向において、格子点ＧＤ０の
間隔ΔＧＤ以下の間隔となる数Ｎ０の第三調整点Ｑｘを設定すればよい。
【０１１２】
　入力プロファイル６１０と組み合わされた出力プロファイル６２０を調整する場合であ
って、調整点Ｐ１，Ｐ２の座標がＣＭＹＫ値である場合、入力プロファイル６１０に従っ
て調整点Ｐ１，Ｐ２の座標をＬａｂ値に変換し、Ｌａｂ色空間（ＣＳ３）における調整点
Ｐ１，Ｐ２の座標に基づいてＬａｂ色空間（ＣＳ３）において第三調整点Ｑｘを設定して
もよい。
【０１１３】
　図１９Ｅに示す（ｂ－２）の場合、すなわち、色変換用にプロファイル６１０，６２０
の組合せが選択されて調整対象プロファイル５５０に出力プロファイル６２０が指定され
た場合、ホスト装置１００は、ＣＭＹＫ値で指定された調整点Ｐ１，Ｐ２の座標をＬａｂ
値に変換して第三調整点Ｑｘを設定する。この場合、入力プロファイル６１０のＡ２Ｂテ
ーブルを参照して、第一調整点Ｐ１の座標（Ｃ１，Ｍ１，Ｙ１，Ｋ１）を（Ｌ１，ａ１，
ｂ１）に変換し、第二調整点Ｐ２の座標（Ｃ２，Ｍ２，Ｙ２，Ｋ２）を（Ｌ２，ａ２，ｂ
２）に変換すればよい。
【０１１４】
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　ここで、図２０にも示すように、プロファイル（例えばＩＣＣプロファイル）に従った
変換をｆicc（第１引き数，第２引き数，第３引き数）で表すことにする。ただし、第１
引き数は、使用するプロファイルを表す。第１引き数において、InputProfileは入力プロ
ファイルを表す。第２引き数において、A2Bはデバイスカラーからデバイス非依存カラー
への変換を表し、B2Aはデバイス非依存カラーからデバイスカラーへの変換を表す。第３
引き数のInputは、調整点Ｐ０の入力値（ＣＭＹＫ、ＲＧＢ、Ｌａｂ、等）を表す。入力
プロファイル６１０のＡ２Ｂテーブルを参照したＣＭＹＫ値からＬａｂ値への変換は、ｆ

icc（InputProfile，A2B，Input）で表される。
【０１１５】
　Ｌａｂ色空間において第三調整点Ｑｘの座標（Ｌ３，ａ３，ｂ３とする。）を設定する
と、入力プロファイル６１０のＢ２Ａテーブルを参照して第三調整点Ｑｘの座標（Ｌ３，
ａ３，ｂ３）をＣＭＹＫ値（Ｃ３，Ｍ３，Ｙ３，Ｋ３とする。）に変換すればよい。この
変換は、ｆicc（InputProfile，B2A，Input）で表される。
【０１１６】
　第三調整点Ｑの追加後、ホスト装置１００は、第一調整点Ｐ１の第一目標Ｔ１、及び、
第二調整点Ｐ２の第二目標Ｔ２に基づいて、第三調整点Ｑｘの第三目標Ｔ３を決定する（
Ｓ２２２）。Ｓ２２２の処理では、第一調整点Ｐ１の第一座標に対する第一目標Ｔ１、及
び、第二調整点Ｐ２の第二座標に対する第二目標Ｔ２に基づいて、第三調整点Ｑｘの第三
座標に対する第三目標Ｔ３を内挿している。
【０１１７】
　図１８Ｂは、第三調整点Ｑｘにおける調整の第三目標Ｔ３を内挿補間により決定する様
子を模式的に示している。図１８Ｂにおいて、横軸は調整点Ｐ１，Ｑｘ，Ｐ２の位置を示
し、縦軸は調整量AdjustDataを示している。この調整量AdjustDataは、相対値で表され、
ＣＭＹＫ値（ΔＣｐ，ΔＭｐ，ΔＹｐ，ΔＫｐとする。）、Ｌａｂ値（ΔＬｐ，Δａｐ，
Δｂｐとする。）、又は、ｃｍｙｋ値（Δｃｐ，Δｍｐ，Δｙｐ，Δｋｐとする。）で表
される。
【０１１８】
　例えば、調整量AdjustDataがＣＭＹＫ値であり、第一調整点Ｐ１の調整量AdjustData（
第一目標Ｔ１の例）が（ΔＣ１，ΔＭ１，ΔＹ１，ΔＫ１）であり、第二調整点Ｐ２の調
整量AdjustData（第二目標Ｔ２の例）が（ΔＣ２，ΔＭ２，ΔＹ２，ΔＫ２）であるとす
る。第三調整点Ｑｘの調整量AdjustData（第三目標Ｔ３の例）を（ΔＣ３ｘ，ΔＭ３ｘ，
ΔＹ３ｘ，ΔＫ３ｘ）で表すと、以下の補間式により第三調整点Ｑｘの調整量AdjustData
を算出することができる。
　　ΔＣ３ｘ＝ΔＣ１＋ｘ・（ΔＣ２－ΔＣ１）／（Ｎ０＋１）
　　ΔＭ３ｘ＝ΔＭ１＋ｘ・（ΔＭ２－ΔＭ１）／（Ｎ０＋１）
　　ΔＹ３ｘ＝ΔＹ１＋ｘ・（ΔＹ２－ΔＹ１）／（Ｎ０＋１）
　　ΔＫ３ｘ＝ΔＫ１＋ｘ・（ΔＫ２－ΔＫ１）／（Ｎ０＋１）
　調整量AdjustDataがＬａｂ値やｃｍｙｋ値である場合も、同様にして第三調整点Ｑｘの
調整量AdjustDataを算出することができる。尚、第三調整点Ｑｘの調整量AdjustDataは、
調整点Ｐ１，Ｐ２の調整量AdjustDataの内挿値に限定されず、内挿値からずれた値にする
ことも可能である。
【０１１９】
　また、ホスト装置１００は、第一調整点Ｐ１を基点とする第一調整範囲Ａ１、及び、第
二調整点Ｐ２を基点とする第二調整範囲Ａ２に基づいて、第三調整点Ｑｘを基点とする第
三調整範囲Ａ３を決定し（Ｓ２２４）、プロファイル及びパラメーター設定処理を終了さ
せる。Ｓ２２４の処理は、Ｓ２２２の処理の前に行ってもよい。Ｓ２２４では、第一調整
点Ｐ１の第一座標に対する第一調整範囲Ａ１、及び、第二調整点Ｐ２の第二座標に対する
第二調整範囲Ａ２に基づいて、第三調整点Ｑｘの第三座標に対する第三調整範囲Ａ３を内
挿している。
【０１２０】
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　図１８Ａには、第三調整点Ｑｘを基点とする第三調整範囲Ａ３を内挿補間により決定す
る様子も模式的に示している。例えば、第一調整点Ｐ１を基点とする第一調整範囲Ａ１が
Radius_1であり、第二調整点Ｐ２を基点とする第二調整範囲Ａ２がRadius_2であるとする
。第三調整点Ｑｘを基点とする第三調整範囲Ａ３をRadius_3xで表すと、以下の補間式に
より第三調整範囲Ａ３を求めることができる。
　　Radius_3x＝Radius_1＋ｘ・（Radius_2－Radius_1）／（Ｎ０＋１）
　尚、第三調整点Ｑｘを基点とする第三調整範囲Ａ３は、調整点Ｐ１，Ｐ２を基点とする
調整範囲Ａ１，Ａ２の内挿値に限定されず、内挿値からずれた値にすることも可能である
。
【０１２１】
　ホスト装置１００は、図６のＳ２２４の処理を終了させると、図５のＳ１０４以降の処
理を行う。調整対象プロファイル５５０のプライベートタグ５２３から履歴情報７００が
読み出された場合には、調整対象プロファイル５５０（第一プロファイル５０１）のテー
ブル（第一テーブル５１１）の再調整が行われる。調整対象プロファイル５５０とは別の
プロファイル（第一プロファイル５０１）のプライベートタグ５２３から履歴情報７００
が読み出された場合には、調整対象プロファイル５５０（第二プロファイル５０２）のテ
ーブル（第二テーブル５１２）の調整が行われる。第二テーブル５１２の調整時、別の第
一プロファイル５０１から読み出された調整範囲Ａ０において第二テーブル５１２が調整
される。調整対象プロファイル５５０のテーブルの調整は、読み出された履歴情報７００
に含まれる調整点Ｐ０における調整内容の修正を受け付けた場合には修正後の調整内容に
基づいて、調整点Ｐ０が追加された場合には追加された調整点Ｐ０における調整内容に基
づいて、行われる。
【０１２２】
　ここで、インテント指定欄８６０で「Perceptual」（知覚的）が指定された場合、ホス
ト装置１００は、Ｓ１０４以降の処理においてプロファイル５００のうち図４で示したA2
B0タグ、及び、B2A0タグに従った情報を使用する。インテント指定欄８６０で「Relative
 Colorimetric」（相対的測色的）が指定された場合、ホスト装置１００は、Ｓ１０４以
降の処理においてプロファイル５００のうち図４で示したA2B1タグ、及び、B2A1タグに従
った情報を使用する。インテント指定欄８６０で「Saturation」（彩度重視）が指定され
た場合、ホスト装置１００は、Ｓ１０４以降の処理においてプロファイル５００のうち図
４で示したA2B2タグ、及び、B2A2タグに従った情報を使用する。
【０１２３】
　まず、ホスト装置１００は、目標受付領域８４０に入力された各調整点Ｐ０、及び、追
加された第三調整点Ｑｘについて、プロファイル選択欄８１１～８１３で指定された色変
換用のプロファイル（プロファイルの組合せを含む。）に従って現在の出力値CurrentOut
を求める（Ｓ１０４）。これは、被印刷物ＭＥ１に形成される出力画像ＩＭ０の色に対応
する出力色ｃｍｙｋpを基準として調整を行うためである。指定インテントに応じた情報
がプロファイルにある場合は、指定インテントに応じた情報に従って色変換が行われる。
　以下の説明において、単に調整点Ｐ０と記載する場合、調整点Ｐ０に第三調整点Ｑｘが
含まれるものとする。
【０１２４】
　例えば、図１９Ａに示すように色変換用に入力プロファイル６１０のみ指定された場合
（ａ－１）、各調整点Ｐ０の入力値Inputは、ＣＭＹＫ値（Ｃｐ，Ｍｐ，Ｙｐ，Ｋｐとす
る。）となる。この場合、現在の出力値CurrentOutは、Ｌａｂ値（Ｌｐ，ａｐ，ｂｐとす
る。）となる。ここでの変数ｐは、調整点Ｐ０を識別する変数である。
【０１２５】
　ここで、上述したように、プロファイルに従った変換をｆicc（第１引き数，第２引き
数，第３引き数）で表すことにする。ただし、第１引き数は、使用するプロファイルを表
す。第１引き数において、InputProfileは入力プロファイルを表し、OutputProfileは出
力プロファイルを表し、DLProfileはデバイスリンクプロファイルを表す。第２引き数に



(31) JP 6950297 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

おいて、A2Bはデバイスカラーからデバイス非依存カラーへの変換を表し、B2Aはデバイス
非依存カラーからデバイスカラーへの変換を表し、A2B0はデバイスリンクテーブルによる
変換を表す。第３引き数のInputは、調整点Ｐ０の入力値（ＣＭＹＫ、ＲＧＢ、Ｌａｂ、
等）を表す。
【０１２６】
　上記（ａ－１）の場合、調整対象プロファイル５５０は自動的に入力プロファイル６１
０となり、以下の式により現在の出力値CurrentOutを算出することができる（図２０参照
）。
　　CurrentOut＝ficc（InputProfile，A2B，Input）
【０１２７】
　図１９Ｂに示すように、色変換用に出力プロファイル６２０のみ指定された場合（ａ－
２）、各調整点Ｐ０の入力値Inputは、Ｌａｂ値（Ｌｐ，ａｐ，ｂｐとする。）となる。
この場合、現在の出力値CurrentOutは、ｃｍｙｋ値（ｃｐ，ｍｐ，ｙｐ，ｋｐとする。）
となる。
　上記（ａ－２）の場合、調整対象プロファイル５５０は自動的に出力プロファイル６２
０となり、以下の式により現在の出力値CurrentOutを算出することができる（図２０参照
）。
　　CurrentOut＝ficc（OutputProfile，B2A，Input）
【０１２８】
　図１９Ｃに示すように、色変換用にデバイスリンクプロファイル６３０が指定された場
合（ａ－３）、各調整点Ｐ０の入力値Inputは、ＣＭＹＫ値（Ｃｐ，Ｍｐ，Ｙｐ，Ｋｐ）
となる。この場合、現在の出力値CurrentOutは、ｃｍｙｋ値（ｃｐ，ｍｐ，ｙｐ，ｋｐ）
となる。
　上記（ａ－３）の場合、調整対象プロファイル５５０は自動的にデバイスリンクプロフ
ァイル６３０となり、以下の式により現在の出力値CurrentOutを算出することができる（
図２０参照）。
　　CurrentOut＝ficc（DLProfile，A2B0，Input）
【０１２９】
　図１９Ｄ，１９Ｅに示すように、色変換用にプロファイル６１０，６２０の組合せが指
定された場合（ｂ－１），（ｂ－２）、各調整点Ｐ０の入力値Inputは、ＣＭＹＫ値（Ｃ
ｐ，Ｍｐ，Ｙｐ，Ｋｐ）となる。この場合、現在の出力値CurrentOutは、ｃｍｙｋ値（ｃ
ｐ，ｍｐ，ｙｐ，ｋｐ）となる。
　上記（ｂ－１），（ｂ－２）の場合、調整対象プロファイル５５０が入力プロファイル
６１０であっても出力プロファイル６２０であっても、以下の式により現在の出力値Curr
entOutを算出することができる（図２０参照）。
　　CurrentOut＝ficc（OutputProfile，B2A，ficc（InputProfile，A2B，Input））
【０１３０】
　現在の出力値CurrentOutの算出後、ホスト装置１００は、各調整点Ｐ０（第三調整点Ｑ
ｘを含む。）について、プロファイル選択欄８１１～８１３で指定された色変換用のプロ
ファイル（プロファイルの組合せを含む。）、及び、調整対象色空間選択欄８３０で指定
された調整対象色空間ＣＳ６に従って目標出力値TargetOutを求める（Ｓ１０６）。これ
は、被印刷物ＭＥ１に形成される出力画像ＩＭ０の色に対応する出力色ｃｍｙｋpを基準
として調整を行うためである。指定インテントに応じた情報がプロファイルにある場合は
、指定インテントに応じた情報に従って色変換が行われる。特定点ＳＰの目標出力値Targ
etOutは、現在の出力値CurrentOutとなる。
【０１３１】
　例えば、図２１Ａに示すように色変換用に入力プロファイル６１０のみ指定されて調整
対象色空間ＣＳ６に入力色空間ＣＳ４が指定された場合（ａ－１－１）、ＣＭＹＫ色空間
においてＣＭＹＫ値（Ｃｐ，Ｍｐ，Ｙｐ，Ｋｐ）に調整量AdjustDataが加えられる。この
調整量AdjustDataは、相対値（ΔＣｐ，ΔＭｐ，ΔＹｐ，ΔＫｐ）で表される。ＣＭＹＫ
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色空間において、調整後のＣＭＹＫ値は、（Ｃｐ＋ΔＣｐ，Ｍｐ＋ΔＭｐ，Ｙｐ＋ΔＹｐ
，Ｋｐ＋ΔＫｐ）で表される。
　上記（ａ－１－１）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut＝ficc（InputProfile，A2B，Input＋AdjustData）
【０１３２】
　図２１Ｂに示すように色変換用に入力プロファイル６１０のみ指定されて調整対象色空
間ＣＳ６に出力色空間ＣＳ５が指定された場合（ａ－１－２）、Ｌａｂ色空間においてＬ
ａｂ値（Ｌｐ，ａｐ，ｂｐ）に調整量AdjustDataが加えられる。この調整量AdjustDataは
、相対値（ΔＬｐ，Δａｐ，Δｂｐ）で表される。Ｌａｂ色空間において、調整後のＬａ
ｂ値は、（Ｌｐ＋ΔＬｐ，ａｐ＋Δａｐ，ｂｐ＋Δｂｐ）で表される。
　上記（ａ－１－２）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut＝ficc（InputProfile，A2B，Input）＋AdjustData
【０１３３】
　図２１Ｃに示すように色変換用に出力プロファイル６２０のみ指定されて調整対象色空
間ＣＳ６に入力色空間ＣＳ４が指定された場合（ａ－２－１）、Ｌａｂ色空間においてＬ
ａｂ値（Ｌｐ，ａｐ，ｂｐ）に調整量AdjustDataが加えられる。この調整量AdjustDataは
、相対値（ΔＬｐ，Δａｐ，Δｂｐ）で表される。Ｌａｂ色空間において、調整後のＬａ
ｂ値は、（Ｌｐ＋ΔＬｐ，ａｐ＋Δａｐ，ｂｐ＋Δｂｐ）で表される。
　上記（ａ－２－１）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut＝ficc（OutputProfile，B2A，Input＋AdjustData）
【０１３４】
　図２１Ｄに示すように色変換用に出力プロファイル６２０のみ指定されて調整対象色空
間ＣＳ６に出力色空間ＣＳ５が指定された場合（ａ－２－２）、ｃｍｙｋ色空間において
ｃｍｙｋ値（ｃｐ，ｍｐ，ｙｐ，ｋｐ）に調整量AdjustDataが加えられる。この調整量Ad
justDataは、相対値（Δｃｐ，Δｍｐ，Δｙｐ，Δｋｐ）で表される。ｃｍｙｋ色空間に
おいて、調整後のｃｍｙｋ値は、（ｃｐ＋Δｃｐ，ｍｐ＋Δｍｐ，ｙｐ＋Δｙｐ，ｋｐ＋
Δｋｐ）で表される。
　上記（ａ－２－２）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut＝ficc（OutputProfile，B2A，Input）＋AdjustData
【０１３５】
　色変換用にデバイスリンクプロファイル６３０が指定されて調整対象色空間ＣＳ６に入
力色空間ＣＳ４が指定された場合（ａ－３－１）、ＣＭＹＫ色空間においてＣＭＹＫ値（
Ｃｐ，Ｍｐ，Ｙｐ，Ｋｐ）に調整量AdjustDataが加えられる。この調整量AdjustDataは、
相対値（ΔＣｐ，ΔＭｐ，ΔＹｐ，ΔＫｐ）で表される。ＣＭＹＫ色空間において、調整
後のＣＭＹＫ値は、（Ｃｐ＋ΔＣｐ，Ｍｐ＋ΔＭｐ，Ｙｐ＋ΔＹｐ，Ｋｐ＋ΔＫｐ）で表
される。
　上記（ａ－３－１）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut＝ficc（DLProfile，A2B0，Input＋AdjustData）
【０１３６】
　色変換用にデバイスリンクプロファイル６３０が指定されて調整対象色空間ＣＳ６に出
力色空間ＣＳ５が指定された場合（ａ－３－２）、ｃｍｙｋ色空間においてｃｍｙｋ値（
ｃｐ，ｍｐ，ｙｐ，ｋｐ）に調整量AdjustDataが加えられる。この調整量AdjustDataは、
相対値（Δｃｐ，Δｍｐ，Δｙｐ，Δｋｐ）で表される。ｃｍｙｋ色空間において、調整
後のｃｍｙｋ値は、（ｃｐ＋Δｃｐ，ｍｐ＋Δｍｐ，ｙｐ＋Δｙｐ，ｋｐ＋Δｋｐ）で表
される。
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　上記（ａ－３－２）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut＝ficc（DLProfile，A2B0，Input）＋AdjustData
【０１３７】
　尚、図示していないが、調整対象色空間ＣＳ６にＬａｂ色空間が指定されることを想定
してもよい。この場合、Ｌａｂ色空間は、入力プロファイル６１０における出力色空間Ｃ
Ｓ５であり、出力プロファイル６２０における入力色空間ＣＳ４である。目標出力値Targ
etOutは、例えば、デバイスリンクプロファイル６３０を作成するために用いられた出力
プロファイルを参照することにより算出することができる。
【０１３８】
　図２２Ａに示すように色変換用にプロファイル６１０，６２０の組合せが指定されて調
整対象色空間ＣＳ６に入力プロファイル６１０の入力色空間ＣＳ４が指定された場合（ｂ
－１－１）、ＣＭＹＫ色空間においてＣＭＹＫ値（Ｃｐ，Ｍｐ，Ｙｐ，Ｋｐ）に調整量Ad
justDataが加えられる。この調整量AdjustDataは、相対値（ΔＣｐ，ΔＭｐ，ΔＹｐ，Δ
Ｋｐ）で表される。ＣＭＹＫ色空間において、調整後のＣＭＹＫ値は、（Ｃｐ＋ΔＣｐ，
Ｍｐ＋ΔＭｐ，Ｙｐ＋ΔＹｐ，Ｋｐ＋ΔＫｐ）で表される。
　上記（ｂ－１－１）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut
　　＝ficc（OutputProfile，B2A，ficc（InputProfile，A2B，Input＋AdjustData））
　上記式は、調整対象プロファイル５５０が出力プロファイル６２０であっても同じにな
る。
【０１３９】
　図２２Ｂに示すように色変換用にプロファイル６１０，６２０の組合せが指定されて調
整対象色空間ＣＳ６に出力プロファイル６２０の出力色空間ＣＳ５が指定された場合（ｂ
－１－２）、ｃｍｙｋ色空間においてｃｍｙｋ値（ｃｐ，ｍｐ，ｙｐ，ｋｐ）に調整量Ad
justDataが加えられる。この調整量AdjustDataは、相対値（Δｃｐ，Δｍｐ，Δｙｐ，Δ
ｋｐ）で表される。ｃｍｙｋ色空間において、調整後のｃｍｙｋ値は、（ｃｐ＋Δｃｐ，
ｍｐ＋Δｍｐ，ｙｐ＋Δｙｐ，ｋｐ＋Δｋｐ）で表される。
　上記（ｂ－１－２）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut
　　＝ficc（OutputProfile，B2A，ficc（InputProfile，A2B，Input））＋AdjustData
　上記式は、調整対象プロファイル５５０が出力プロファイル６２０であっても同じにな
る。
【０１４０】
　図２２Ｃに示すように色変換用にプロファイル６１０，６２０の組合せが指定されて調
整対象色空間ＣＳ６にＰＣＳ（入力プロファイル６１０における出力色空間ＣＳ５、及び
、出力プロファイル６２０における入力色空間ＣＳ４）が指定された場合（ｂ－１－３）
、Ｌａｂ色空間においてＬａｂ値（Ｌｐ，ａｐ，ｂｐ）に調整量AdjustDataが加えられる
。この調整量AdjustDataは、相対値（ΔＬｐ，Δａｐ，Δｂｐ）で表される。Ｌａｂ色空
間において、調整後のＬａｂ値は、（Ｌｐ＋ΔＬｐ，ａｐ＋Δａｐ，ｂｐ＋Δｂｐ）で表
される。
　上記（ｂ－１－３）の場合、以下の式により目標出力値TargetOutを算出することがで
きる（図２３参照）。
　　TargetOut
　　＝ficc（OutputProfile，B2A，ficc（InputProfile，A2B，Input）＋AdjustData）
　上記式は、調整対象プロファイル５５０が出力プロファイル６２０であっても同じにな
る。
【０１４１】
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　尚、目標出力値TargetOutの算出は、調整目標Ｔ０が出力座標値で表されている場合に
は省略可能であり、調整目標Ｔ０が出力座標値で表されていない場合に限定して行っても
よい。
【０１４２】
　目標出力値TargetOutの算出後、ホスト装置１００は、各調整点Ｐ０について、調整対
象プロファイル５５０における入力値Input_P、及び、調整目標値TargetOut_Pを取得する
（Ｓ１０８）。これは、調整対象プロファイル５５０における入力値と出力値との対応関
係を調整するためである。指定インテントに応じた情報がプロファイルにある場合は、指
定インテントに応じた情報に従って色変換が行われる。
【０１４３】
　図１９Ａ，１９Ｂ，１９Ｃで示した（ａ－１），（ａ－２），（ａ－３）の場合、すな
わち、色変換用に一つのプロファイル（プロファイル６１０，６２０，６３０のいずれか
一つ）が指定された場合、指定されたプロファイルが調整対象プロファイル５５０である
。従って、指定されたプロファイルの入力値Inputが調整対象プロファイル５５０におけ
る入力値Input_Pとして用いられ、指定されたプロファイルの目標出力値TargetOutが調整
対象プロファイル５５０における調整目標値TargetOut_Pとして用いられる。式としては
、以下のように表される（図２５参照）。
　　Input_P＝Input
　　TargetOut_P＝TargetOut
【０１４４】
　また、調整対象プロファイル５５０における現在の出力値CurrentOut_Pは、指定された
プロファイルの現在の出力値CurrentOutである。
　　CurrentOut_P＝CurrentOut
　調整目標Ｔ０の相対値を調整対象プロファイル５５０の出力色空間ＣＳ５で表すと、Ta
rgetOut_P－CurrentOut_Pとなる。
【０１４５】
　図２４Ａに示すように、図１９Ｄで示した（ｂ－１）の場合、すなわち、色変換用にプ
ロファイル６１０，６２０の組合せが選択されて調整対象プロファイル５５０に入力プロ
ファイル６１０が指定された場合、プロファイル６１０，６２０の組合せの入力値Input
は調整対象プロファイル５５０における入力値Input_Pとして用いられる。調整対象プロ
ファイル５５０の調整目標値TargetOut_P（Ｌａｂ値）は、ｃｍｙｋ値である目標出力値T
argetOutから算出することができる（図２５参照）。
　　Input_P＝Input
　　TargetOut_P＝ficc（OutputProfile，A2B，TargetOut）
　調整対象プロファイル５５０の調整目標値TargetOut_P（Ｌａｂ値）を目標出力値Targe
tOut（ｃｍｙｋ値）から求めるのは、出力画像ＩＭ０の色に対応する出力色ｃｍｙｋpを
基準として調整を行うためである。
【０１４６】
　また、調整対象プロファイル５５０における現在の出力値CurrentOut_P（Ｌａｂ値）は
、以下の式で表される。
　　CurrentOut_P＝ficc（InputProfile，A2B，Input）
　調整目標Ｔ０の相対値を調整対象プロファイル５５０の出力色空間ＣＳ５で表すと、Ta
rgetOut_P－CurrentOut_Pとなる。
【０１４７】
　図２４Ｂに示すように、図１９Ｅで示した（ｂ－２）の場合、すなわち、色変換用にプ
ロファイル６１０，６２０の組合せが選択されて調整対象プロファイル５５０に出力プロ
ファイル６２０が指定された場合、プロファイル６１０，６２０の組合せの目標出力値Ta
rgetOutは調整対象プロファイル５５０における調整目標値TargetOut_Pとして用いられる
。調整対象プロファイル５５０の入力値Input_P（Ｌａｂ値）は、ＣＭＹＫ値である入力
値Input（ＣＭＹＫ値）から算出することができる（図２５参照）。
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　　Input_P＝ ficc（InputProfile，A2B，Input）
　　TargetOut_P＝TargetOut
【０１４８】
　また、調整対象プロファイル５５０における現在の出力値CurrentOut_P（ｃｍｙｋ値）
は、プロファイル６１０，６２０の組合せの現在の出力値CurrentOutである。
　　CurrentOut_P＝CurrentOut
　調整目標Ｔ０の相対値を調整対象プロファイル５５０の出力色空間ＣＳ５で表すと、Ta
rgetOut_P－CurrentOut_Pとなる。
【０１４９】
　調整対象プロファイル５５０における入力値Input_P、及び、調整目標値TargetOut_Pの
取得後、ホスト装置１００は、Ｓ１１０～Ｓ１１２において、調整目標Ｔ０に基づいて調
整対象プロファイル５５０の調整範囲Ａ０を調整する。
【０１５０】
　まず、図２６Ａ，２６Ｂを参照して、調整範囲Ａ０において調整対象プロファイル５５
０を調整する概念を説明する。ここで、図２６Ａ，２６Ｂにおいて、横軸は入力色空間Ｃ
Ｓ４の或る座標軸に沿った入力値を示し、縦軸は出力色空間ＣＳ５の或る座標軸に沿った
出力値を示している。例えば、入力色空間ＣＳ４がＣＭＹＫ色空間である場合、横軸は、
Ｃ軸、Ｍ軸、Ｙ軸、又は、Ｋ軸となる。出力色空間ＣＳ５がＬａｂ色空間である場合、縦
軸は、Ｌ軸、ａ軸、又は、ｂ軸となる。横軸上の白丸は、格子点ＧＤ０を示している。
【０１５１】
　図２６Ａは、出力値を調整する場合の各格子点ＧＤ０の調整量ＡＤを模式的に例示して
いる。調整点Ｐ０は、入力値Input_Pに対応している。調整目標Ｔ０として調整量AdjustD
ataが与えられると、入力値Input_Pに対応する現在の出力値CurrentOut_Pに調整量Adjust
Dataが加えられた調整目標値TargetOut_Pが設定される。むろん、調整対象色空間ＣＳ６
がｃｍｙｋ色空間であれば、現在の出力値CurrentOut_P、及び、調整目標値TargetOut_P
はｃｍｙｋ値で表され、調整量AdjustDataはｃｍｙｋ値の相対値（Δｃｐ，Δｍｐ，Δｙ
ｐ，Δｋｐ）で表される。調整対象色空間ＣＳ６がＬａｂ色空間であれば、現在の出力値
CurrentOut_P、及び、調整目標値TargetOut_PはＬａｂ値で表され、調整量AdjustDataは
Ｌａｂ値の相対値（ΔＬｐ，Δａｐ，Δｂｐ）で表される。
　図７で示した調整範囲指定欄８５０及び目標受付領域８４０への入力、並びに、図６の
Ｓ２２４の処理により、調整量AdjustDataには調整範囲Ａ０が設定されている。調整範囲
指定欄８５０に対して「半径」が指定された場合、基本的には、入力値Input_Pに対する
出力値の調整量を最大にして調整範囲Ａ０の境界で調整量を０にするようにしている。た
だし、実際の調整は調整対象プロファイル５５０の格子点ＧＤ０に対して行われるため、
設定された調整範囲Ａ０よりも広い範囲まで調整が影響することがある。
【０１５２】
　図２６Ｂは、入力値を調整する場合の各格子点ＧＤ０の調整量ＡＤを模式的に例示して
いる。調整点Ｐ０は、入力値Input_Pに対応している。調整目標Ｔ０として調整量AdjustD
ataが設定されると、入力値Input_Pに調整量AdjustDataが加えられた入力値Input_P＋Adj
ustDataに対応する出力値が調整点Ｐ０において期待される出力値となる。むろん、調整
対象色空間ＣＳ６がＣＭＹＫ色空間であれば、入力値Input_PはＣＭＹＫ値で表され、調
整量AdjustDataはＣＭＹＫ値の相対値（ΔＣｐ，ΔＭｐ，ΔＹｐ，ΔＫｐ）で表される。
調整対象色空間ＣＳ６がＬａｂ色空間であれば、入力値Input_PはＬａｂ値で表され、調
整量AdjustDataはＬａｂ値の相対値（ΔＬｐ，Δａｐ，Δｂｐ）で表される。
【０１５３】
　上述した補正は、入力色空間ＣＳ４の全座標軸、及び、出力色空間ＣＳ５の全座標値に
ついて、行われる。
【０１５４】
　次に、図２７Ａ，２７Ｂを参照して、調整範囲Ａ０の各格子点ＧＤ０に調整量ＡＤを設
定する例を説明する。ここで、図２７Ａ，２７Ｂにおいて、横軸は入力値を示し、縦軸は
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出力値の調整量ＡＤを示している。また、横軸上の三角印は調整範囲Ａ０にある格子点（
最近傍格子点ＧＤnearestを除く。）を示し、横軸上の四角印は調整範囲Ａ０外の出力値
が修正されない格子点を示している。
　まず、図２７Ａに示すように、ホスト装置１００は、各調整点Ｐ０について、調整点Ｐ
０に最も近い格子点である最近傍格子点ＧＤnearestに対する出力値の調整量ＡＤ１を決
定する（図５のＳ１１０）。図２７Ａには、入力色空間ＣＳ４の或る座標軸上に調整点Ｐ
０（入力値Input_P）が４点ある場合の出力値の調整量ＡＤ１を決定する例を示している
。図２７Ａの例では、入力値Input_Pに対する調整量AdjustDataをそのまま最近傍格子点
ＧＤnearestに対する出力値の調整量ＡＤ１にしている。むろん、本技術は、最近傍格子
点ＧＤnearestに対する出力値の調整量ＡＤ１を調整量AdjustDataにすることに限定され
ない。
【０１５５】
　最近傍格子点ＧＤnearestに対する出力値の調整量ＡＤ１の決定後、図２７Ｂに示すよ
うに、ホスト装置１００は、調整範囲Ａ０において最近傍格子点ＧＤnearestの周囲にあ
る格子点（三角印の格子点）に対する出力値の調整量ＡＤ２を決定する（図５のＳ１１２
）。例えば、調整範囲Ａ０外の格子点に対する出力値の調整量を０にしておき、上述した
各最近傍格子点ＧＤnearestに対する出力値の調整量ＡＤ１をAdjustDataにして、３次元
又は４次元の３次スプライン関数による補間演算を行うことにより、周囲の格子点に対す
る出力値の調整量ＡＤ２を決定することができる。ここで、入力色空間ＣＳ４がＣＭＹＫ
色空間である場合は前記補間演算を４次元の３次スプライン関数により行えばよく、入力
色空間ＣＳ４がＬａｂ色空間である場合は前記補間演算を３次元の３次スプライン関数に
より行えばよい。このような補間演算を行うことにより、周囲の格子点に対する出力値の
調整量ＡＤ２が、各最近傍格子点ＧＤnearestに対する出力値の調整量ＡＤ１と、調整範
囲Ａ０外の格子点に対する出力値の調整量「０」と、の間で滑らかに繋がる。
　むろん、本技術は、補間演算にスプライン関数を用いることに限定されない。
【０１５６】
　ユーザーによっては、図２８に示すグラデーション画像ＩＭ１のように第一調整点Ｐ１
から第二調整点Ｐ２まで連続するグラデーションの全色を調整したい場合がある。入力色
空間ＣＳ４において第一調整点Ｐ１と第二調整点Ｐ２とが離れていると、調整点Ｐ１，Ｐ
２の調整範囲Ａ１，Ａ２が重ならず、調整点Ｐ１，Ｐ２だけ調整量AdjustDataを設定して
も、調整点Ｐ１，Ｐ２の間の色が調整されず、出力画像の階調性が低下することがある。
しかし、調整点Ｐ１，Ｐ２の調整範囲Ａ１，Ａ２を広くすると、調整を望まない色までも
調整することになる。これを防ぐためには、調整点Ｐ１，Ｐ２の間にも多くの調整点及び
調整量AdjustDataを設定する必要がある。特に、調整点Ｐ１，Ｐ２が離れていると、その
分、調整点及び調整量AdjustDataの設定が煩雑となる。
【０１５７】
　本具体例では、ペア指定された調整点Ｐ１，Ｐ２の間に第三調整点Ｑｘが自動的に追加
され、第三調整点Ｑｘの調整量AdjustData及び調整範囲Ａ３も自動的に決定され、これら
の調整データもプロファイル５００の調整に反映される。従って、出力画像の階調性を向
上させる作業が軽減される。
【０１５８】
　調整範囲Ａ０の各格子点に対する出力値の調整量ＡＤの決定後、ホスト装置１００は、
決定した調整量ＡＤを調整対象プロファイル５５０に反映する（図５のＳ１１４）。すな
わち、調整範囲Ａ０の各格子点について、現在の出力値に調整量ＡＤを加えた値を更新後
の出力値として調整対象プロファイル５５０に対して書き込めばよい。例えば、調整対象
プロファイル５５０の出力色空間ＣＳ５がｃｍｙｋ色空間であれば、現在の出力値（ｃｑ
，ｍｑ，ｙｑ，ｋｑとする。）に調整量（Δｃｑ，Δｍｑ，Δｙｑ，Δｋｑとする。）に
加えた値（ｃｑ＋Δｃｑ，ｍｑ＋Δｍｑ，ｙｑ＋Δｙｑ，ｋｑ＋Δｋｑ）が更新後の出力
値となる。調整対象プロファイル５５０の出力色空間ＣＳ５がＬａｂ色空間であれば、現
在の出力値（Ｌｑ，ａｑ，ｂｑとする。）に調整量（ΔＬｑ，Δａｑ，Δｂｑとする。）
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に加えた値（Ｌｑ＋ΔＬｑ，ａｑ＋Δａｑ，ｂｑ＋Δｂｑ）が更新後の出力値となる。こ
こでの変数ｑは、調整範囲Ａ０内の格子点を識別する変数である。
　以上のようにして、第二の色空間ＣＳ２において現在の出力値CurrentOutが目標出力値
TargetOutに近付くように調整対象プロファイル５５０の対応関係が調整される。指定イ
ンテントに応じた情報が調整対象プロファイル５５０にある場合は、指定インテントに応
じた対応関係において調整対象プロファイル５５０が調整される。
【０１５９】
　調整対象プロファイル５５０の更新後、ホスト装置１００は、各調整点Ｐ０（第三調整
点Ｑｘを含む。）について、更新後の調整対象プロファイル５５０、又は、更新後の調整
対象プロファイル５５０を含むプロファイルの組合せを用いて現在の出力値CurrentOutを
求める（Ｓ１１６）。更新後の現在の出力値CurrentOutは、図１９Ａ～１９Ｅ，２０を参
照して説明したＳ１０４の処理と同じ式を用いて算出することができる。指定インテント
に応じた情報がプロファイルにある場合は、指定インテントに応じた情報に従って色変換
が行われる。
【０１６０】
　また、ホスト装置１００は、各調整点Ｐ０（第三調整点Ｑｘを含む。）について、更新
後の現在の出力値CurrentOutと目標出力値TargetOutとの差分ｄを求める（Ｓ１１８）。
この差分は、例えば、調整対象プロファイル５５０の出力色空間ＣＳ５において出力値Cu
rrentOutに対応する点と目標出力値TargetOutに対応する点とのユークリッド距離とする
ことができる。
【０１６１】
　その上で、ホスト装置１００は、Ｓ１０８～Ｓ１２０の繰り返し処理の終了条件が成立
したか否かを判断し（Ｓ１２０）、終了条件が成立していない場合にはＳ１０８～Ｓ１２
０の処理を繰り返し、終了条件が成立した場合にはプロファイル調整処理を終了させる。
例えば、全調整点Ｐ０について差分ｄが所定の閾値以下である場合に終了条件成立とする
ことができる。また、規定の回数に達した場合に終了条件成立としてもよい。
【０１６２】
　以上より、調整点Ｐ０に対応する入力座標値から現在の調整対象プロファイル５５０、
又は、調整対象プロファイル５５０を含むプロファイルの組合せに従って得られる現在の
出力値CurrentOutが目標出力値TargetOutに近付くように調整対象プロファイル５５０が
調整される。このように、出力色ｃｍｙｋpを表す座標値を基準として調整対象プロファ
イル５５０が調整されるので、本具体例は、色空間の座標値の変換に使用するプロファイ
ルを良好な色再現精度となるように調整することができる。その際、調整対象プロファイ
ル５５０や調整対象色空間ＣＳ６を指定することができるので、本具体例は、ユーザーの
利用環境に応じて柔軟に対応することができる。
【０１６３】
　また、プロファイルのプライベートタグ５２３に履歴情報７００が格納されるため、調
整対象のテーブルと履歴情報７００との関係が保たれる。プロファイルのテーブルの再調
整を行う場合には、意図しない色の変化が抑制され、操作ミスによる調整作業のやり直し
の抑制に繋がる。別のテーブルを調整する場合には、調整作業の省力化に繋がる。さらに
、ユーザーは、読み出された履歴情報７００に含まれる一以上の調整点Ｐ０のうち再調整
が行われないようにする特定点ＳＰを設定することができる。従って、本具体例は、色空
間の座標値の変換に使用するプロファイルを調整する作業の利便性が向上する。
【０１６４】
（６）変形例：
　本発明は、種々の変形例が考えられる。
　例えば、出力デバイスは、インクジェットプリンターに限定されず、レーザープリンタ
ーといった電子写真方式のプリンター、３次元プリンター、表示装置、等でもよい。
　画像を形成する色材の種類は、Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋに限定されず、Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋに加えて
、Ｌｃ、Ｌｍ、Ｙよりも高濃度のＤｙ（ダークイエロー）、Ｏｒ（オレンジ）、Ｇｒ（グ
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リーン）、Ｋよりも低濃度のＬｋ（ライトブラック）、画質向上用の無着色の色材、等を
含んでもよい。
　むろん、第二の色空間は、ｃｍｙｋ色空間に限定されず、ＣＭＹ色空間、ＲＧＢ色空間
、等でもよい。
　ターゲットデバイスは、ターゲット印刷機に限定されず、表示装置等でもよい。
　むろん、第一の色空間は、ＣＭＹＫ色空間に限定されず、ＣＭＹ色空間、ＲＧＢ色空間
、等でもよい。
　調整対象色空間として選択可能な色空間は、第一の色空間と第二の色空間とプロファイ
ル接続空間との３種類に限定されず、第一の色空間と第二の色空間との２種類でもよいし
、第一の色空間とプロファイル接続空間との２種類でもよいし、第二の色空間とプロファ
イル接続空間との２種類でもよい。
【０１６５】
　第三調整点Ｑは、調整点Ｐ１，Ｐ２を結ぶ線上に限定されず、調整点Ｐ１，Ｐ２を結ぶ
線上からずれた位置に設定されてもよい。
　尚、調整範囲Ａ０が一定である場合も、第一調整点Ｐ１における調整の第一目標Ｔ１、
及び、第二調整点Ｐ２における調整の第二目標Ｔ２に基づいて第三調整点Ｑｘにおける第
三目標Ｔ３を決定することができる。また、目標Ｔ１，Ｔ２が予め決められていても、第
一調整点Ｐ１を基点とする第一調整範囲Ａ１、及び、第二調整点Ｐ２を基点とする第二調
整範囲Ａ２に基づいて第三調整範囲Ａ３を決定することができる。
【０１６６】
　図２９に例示するように、異なる形態のプロファイルから履歴情報７００を流用しても
よい。図２９の例では、デバイスリンクプロファイル６３０を調整対象プロファイル５５
０（第二プロファイル５０２）として、入力プロファイル６１０に組み合わせた出力プロ
ファイル６２０（第一プロファイル５０１）の履歴情報７００をデバイスリンクプロファ
イル６３０に適用している。例えば、入力プロファイル６１０と組み合わせた出力プロフ
ァイル６２０に対してｃｍｙｋ色空間（ＣＳ２）において調整量（調整目標Ｔ０）を設定
し、出力プロファイル６２０のプライベートタグに調整量を格納したとする。デバイスリ
ンクプロファイル６３０の調整の際には、ｃｍｙｋ色空間（ＣＳ２）において設定された
調整量を出力プロファイル６２０から読み出すことにより、読み出した調整量に基づいて
ｃｍｙｋ色空間（ＣＳ２）においてデバイスリンクプロファイル６３０を調整することが
できる。
　むろん、入力プロファイル６１０に組み合わせた出力プロファイル６２０を調整対象プ
ロファイル５５０（第二プロファイル５０２）として、デバイスリンクプロファイル６３
０（第一プロファイル５０１）の履歴情報７００を出力プロファイル６２０に適用しても
よい。
【０１６７】
　例えば、コーポレートカラー等の用途で重要色が決まっている場合にオペレーション上
利用するプロファイルが変更となることがある。異なる形態のプロファイルから調整点Ｐ
０や調整範囲Ａ０を流用することができない場合、プロファイルの変更毎に調整点Ｐ０や
調整範囲Ａ０を入力しなければならず、その分、プロファイルを調整する作業が面倒であ
る。本変形例では、異なる形態のプロファイルから履歴情報７００を流用することができ
るので、プロファイルの変更時に調整点Ｐ０や調整範囲Ａ０の入力が省略され、プロファ
イルを調整する作業が軽減される。
【０１６８】
　また、図３０に例示する履歴情報読み出し処理のように、調整対象プロファイル５５０
を別の第三プロファイルと組み合わせる場合において、第三プロファイルのタイムスタン
プの一致を履歴情報７００の適用の条件としてもよい。図１５で示した履歴情報保存処理
において、調整対象プロファイル５５０（第一プロファイル５０１）と組み合わせた第三
プロファイルのタイムスタンプが調整対象プロファイル５５０のプライベートタグ５２３
に格納される。そこで、第三プロファイルと組み合わされたプロファイルのプライベート
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タグに格納されている組合せ対象プロファイルのタイムスタンプが第三プロファイルのタ
イムスタンプと異なる場合、読み出された履歴情報を第一テーブル５１１の再調整に使用
しないようにしている。
【０１６９】
　図３０に示す履歴情報読み出し処理において、調整点Ｐ０を別のプロファイルからロー
ドしない場合（Ｓ３０２のＮＯ）、ホスト装置１００は、調整対象プロファイル５５０に
組み合わせた第三プロファイルの有無に応じて処理を分岐させる（Ｓ３５２）。調整対象
プロファイル５５０に組み合わせた第三プロファイルが無い場合、ホスト装置１００は、
図１１で示したＳ３０４～Ｓ３１８の処理を行い、履歴情報読み出し処理を終了させる。
【０１７０】
　調整対象プロファイル５５０に組み合わせた第三プロファイルが有る場合、ホスト装置
１００は、調整対象プロファイル５５０のプライベートタグ５２３に格納されている組合
せ対象プロファイルのタイムスタンプが現在の組合せ対象プロファイルである第三プロフ
ァイルのタイムスタンプと異なるか否かに応じて処理を分岐させる（Ｓ３５４）。タイム
スタンプが異なる場合、組み合わせるプロファイルの名前が保存されているプロファイル
の名前と同じであっても実際に組み合わされたプロファイルでない可能性がある。そこで
、タイムスタンプが異なる場合、ホスト装置１００は、図１１で示したＳ３０４～Ｓ３１
８の処理を行わずに履歴情報読み出し処理を終了させる。タイムスタンプが一致する場合
、ホスト装置１００は、図１１で示したＳ３０４～Ｓ３１８の処理を行い、履歴情報読み
出し処理を終了させる。
【０１７１】
　以上より、本変形例では、プロファイルを調整する場合の作業のやり直しを抑制する技
術を提供することができる。
【０１７２】
　尚、特定点ＳＰを受け付けて特定点ＳＰにおいて再調整が行われないようにプロファイ
ルの再調整を行う際、履歴情報７００を格納する領域は、プライベートタグ５２３に限定
されず、プロファイルとは別に記憶装置１１４に設けられた格納領域でもよい。
【０１７３】
（７）結び：
　以上説明したように、本発明によると、種々の態様により、色空間の座標値の変換に使
用するプロファイルを調整する作業の利便性を向上させる技術等を提供することができる
。むろん、独立請求項に係る構成要件のみからなる技術でも、上述した基本的な作用、効
果が得られる。
　また、上述した例の中で開示した各構成を相互に置換したり組み合わせを変更したりし
た構成、公知技術及び上述した例の中で開示した各構成を相互に置換したり組み合わせを
変更したりした構成、等も実施可能である。本発明は、これらの構成等も含まれる。
【符号の説明】
【０１７４】
１００…ホスト装置（プロファイル調整システムの例）、１１４…記憶装置、１１５…表
示装置、１１６…入力装置、２００…プリンター、３００…ターゲット印刷機、４００…
ＲＩＰ、５００…プロファイル、５０１…第一プロファイル、５０２…第二プロファイル
、５１０…テーブル、５１１…第一テーブル、５１２…第二テーブル、５２３…プライベ
ートタグ（格納領域の例）、５５０…調整対象プロファイル、６１０…入力プロファイル
、６２０…出力プロファイル、６３０…デバイスリンクプロファイル、７００…履歴情報
、８００，８０１，８０２，８０３…ＵＩ画面、８１１…入力プロファイル選択欄、８１
２…出力プロファイル選択欄、８１３…デバイスリンクプロファイル選択欄、８２０…調
整対象プロファイル指定欄、８３０…調整対象色空間選択欄、８４０…目標受付領域、８
４１…「画像から指定」ボタン、８４２…追加ボタン、８４３…削除ボタン、８４４…ペ
ア指定領域、８４５…調整データ選択欄、８５０…調整範囲指定欄、８６０…インテント
指定欄、８７０…調整実施ボタン、８８１…履歴ロードボタン、８８２…履歴セーブボタ
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ン、８９１…第一プロファイル選択欄、９０１，９０２，９０３…指定欄、９１０…ペア
指定画面、Ａ０…調整範囲、Ａ１…第一調整範囲、Ａ２…第二調整範囲、Ａ３…第三調整
範囲、ＣＳ１…第一の色空間、ＣＳ２…第二の色空間、ＣＳ３…プロファイル接続空間、
ＣＳ４…入力色空間、ＣＳ５…出力色空間、ＣＳ６…調整対象色空間、ＧＤ０，ＧＤ１，
ＧＤ２…格子点、ＧＤnearest…最近傍格子点、Ｐ０…調整点、Ｐ１…第一調整点、Ｐ２
…第二調整点、Ｑ…第三調整点、ＰＲ０…プロファイル調整プログラム、ＳＰ…特定点、
ＳＴ１…読み出し工程、ＳＴ２…特定点指定工程、ＳＴ３…調整点受付工程、ＳＴ４…調
整点追加工程、ＳＴ５…調整データ生成工程、ＳＴ６…プロファイル調整工程、ＳＴ７…
格納工程、ＳＴ８…紐付け工程、
Ｔ０…目標、Ｔ１…第一目標、Ｔ２…第二目標、Ｔ３…第三目標。
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